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YOKKAICHI SITE III

かよ い い

●位置と地勢
本州のほぼ中央 に位置 し、長野県の東北部 にあって

東部は群馬県に接 し、北部は長野市、須坂市に……。

西部は埴科郡坂城町に。……。南部は、上田市 と東部町

に隣接 しています。

広 ぼう lBI.90k雨 で、東信地区では南佐久郡川上村、

佐久市 に次 ぐ 3番目に面積を有する町であ ります。

地形的にみて、山地で南部を除いては 1,200m級の

連山に囲まれていて、役場を中心に 4 kmの半径範囲内

に人口、耕地、住居地が集中 し、道路網が発達 してい

ます。 この半径 4 kmの外か くは、傍陽川、洗馬川、神

川、渋沢川、角間川に沿つて、帯状に耕地 と住居地が

散在 しています。
また、菅平地域 は、2,000m級 の山々に囲まれていて

海抜 l,200mの東西 1 0km、 南北 6 kmの―大高原をな し

高原野菜の主産地 にな つています。
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【四日市遺跡4年間の発掘調査の成果】

みえてきた恭むかしの回曰繭
真田中学校 。四日市団地の北倶]にひろがる台地。ここは日当たりがよ<、 水の便もよいので、畑やたんぼ

として利用されていましたが、以前から焼き物の破片や、「矢の根石」という奇妙な形をした黒いガラスのよ

うなものが地下深<から出てくることがAllられていました。このように地下から焼き物の破片などの見つか

る場所を「遺跡」と言います。「遺跡」は大むかしの人たちの生活を知るために守らなければならない文化財

なので、教育委員会で|ま この―帯を「四日市遺跡」と名づけて、遺跡の保護のために努めてきました。この

たび、遺跡を含む台地一帯が圃場整備工事や、消防署・農協・保育園の建設によって大き<地形が変えられ

ること|こなつたため、遺跡を発掘調査し、出てきた焼き物や当時の家の跡を写真や図面に残して、私たちの

子孫に受け継いでい<ことになりました。この後に続くベージはその図面や写真、また、調査や分析の結果

をまとめたものですが、専門的で難しい言葉で書かれているので、一般のみなさんには少しとつつきずらい

のではないかと思います。そこで、このカラーベージで|よみなさんにもつと気軽に「遺跡」について興味を

持つていただけるように、これまで4年間の発掘調査で分かつたことについて、写真や絵を中心にして、で

きるだけ分かりやすい言葉でお知らせしたいと思います。なお、写真の焼き物や石の道具、耳かざりなどは

真田町文化会館の郷土資料室でいつでもみることができます。

これ本当にイヤリンω?
大きな石の耳かざりが出上した

約6,000年 まえ 縄 文時代前期

く 縄文時代のイヤリング (耳かざり)

欠けていますが、補1多 したときの穴が見られるの

で、割れた破片をひもで結んで、直して大事に使つ

ていたことが分かります。材料|ま とてもやわらかい

石を使つています。耳た61に穴をあけてぶやらさげて

いたらしく、男性も女性もつけていたようです。直

径 5 cm<ら いあるので、大き<て邪魔だつたのでは

ないかと心配してしまいま

′⌒、    す。四日市遺跡で|よ他に 3
‐~‐ (      つ見つかつていますが、大

きさや形がそれぞれ違つて

いました。

▲完全なかたちの耳かざり



6,000年も前からもう四日市には人が暮らしていたようです。いま、保育園のある辺りからは地面に穴をほ

つて、本の柱を立て、屋根をふいた「竪穴住居」と呼ばれる家の跡が11軒発見され、また、「 縄文上器」と

いう焼き物などがたくさん見つかりました。この縄文土器に描かれていた模様の特徴から、今から約6,000年

前にこの場所に集落があつたことが分かりました。

■ 1111: 」

▲ 縄文時代前期の竪穴住居跡と復元図

家の床やいろり、柱を立てた穴が残つています。
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▲ 6000年 まえの縄文土器

ドングリなどの本の実やヤマイモをゆでるなべの

役目をしました。

まだ金目のない□代―ナイフや絆はどうやつて備つたの?
縄文時代の刃物はみんな石で1乍られていました。

ヽ、、こ二,ブ
//

打製石斧
||

スコツプ

やまいもをほる

石匙      磨石
||           ‖

カツターナイフ    とんから

いろいろなものを切る 木の実の殻を害Uる

縄文時代の道具のいろいろ

▲ 本の実をすりつぶす道具



こんなところになぜ? 約4,000年まえ帽受蒔筏鶴

縄文時代中頃の住居跡の出入□から土

土器が玄関に埋められていた

器=甕が見つかりました。「埋甕」と呼ん

でいるものです。なぜこんなところに土

器が埋められたのでしようか?

この土器の中に胞衣 (赤ちやんが生ま

れるときに出て<る胎盤、卵膜など)を

収めて埋めたという人もいます。

▲ 石を敷いた住居跡 ▲ 出入□から土器が見つかつた

いま、消防署や派出所のある辺りから|よ、縄文時代の中頃の竪穴住居跡が56軒見つかり、た<さんの縄文

土器や石器がみつかりました。今から約4,000年前の縄文土器はいろいろな飾りのついたものが多<、 形も大

きさも6,000年前のものとはだいるや違つてきます。

ど ぐう             3く そう

▲ 土偶と縄文時代の服装

土偶というのは縄文時代の上の人形です。

の模様から当時の1反装を推定します。

土偶

▲ 4000年 まえの縄文土器

この後、四日市では約2,700年もの間、人々が生活した様子がありません。

四日市の住人たちはどこへ行つてしまつたのでしようか?

自目をつくつた人びと 約1300年まえ 古墳時代後期

四日市にふたたびムラが作られる

縄文時代の中頃を最後に住人のいなかつた四日市で、人がふたたび生活しはじめました。いまから約1,300

年前のことです。16軒の竪穴住居跡が見つかつています。本原地区にある藤沢古墳や広Ш寺古墳はこのころ



こ ふん                    とぅそっ

作られたものです。「古墳」というのは人びとを統率したリーダーのお墓です。

す

の

出

用

▲ 古墳時代の竪穴住居跡 ▲ 石と粘土で作つたかまど ▲ かまど

く 古墳時代の上器 (茶わんや甕)

古墳時代の上器は縄文時代のものと違つて、模様が

ほとんど有りません。茶わんや、なべの役目をした甕

などが見られます。

土器が住んでいた人た

ちが残していつたままの

状態で出土しました。

村に響く鉄をうつ冒色 約1,000年まえ 平安時代

四日市に住んでいた鍛冶屋さん
国々に国分寺が造られ、都で|よ貴族が華やかな生活をしていたころ、四日市ではどのような人たちが暮ら

していたのでしようか?四日市から見つかつた平安時代の家は45軒。すべて古墳時代と同じ<竪穴 住 居で

す。ほかにも高床式の倉庫などもあったのでしよう。村びとは田んFや畑を耕し、自綸自足の生活をしてい

たと考えられます。また、茶わんに筆で文字の書いてあるものがあり、読み書きのできる人が都や国府、お

■
婁



寺だけではなく、四日市にも住んでいた可能性があります。

▲ 炉に空気を送るための筒(輔の羽□)

四日市の鍛台屋さんは川原へ行つて砂鉄を集め、それ

を溶かして鉄を作つていたようです。鉄を溶かした際に
ふ0ゆんぶつ

た不純物が炉の周りからたくさん出てきました。鍛冶

屋さんは農具ややじりなどを作つていたようです。四日

市から見つかつた鉄の道具がすべて四日市の鍛治屋さん

の作つたものかどうかは、これから鉄の成分などを調べ

ることによつて明らかになると思います。

舞鋤

▲ 平安時代の食器類

素焼きの上器のほかに、釉薬を塗

つて焼いたものもあります。

以上が四日市遺跡 4年間の発掘調査の主な成果です。特に縄文の耳かざりは重要な発見でした。真田町で

は初めての大規模な発掘調査で、これまであまり知られていなかつた大むかしの真田郷がようや<見えはじ

めてきたのです。

≪図版ヨ1用文献≫ 潮 見  浩 1988「図解 技術の者古学」 有斐閣

佐々本高明 1991「 日本史誕生」日本の歴史① 集英社

▲ 鉄の鋤先が出土した

「田上」       「万」       「義」

▲ 茶わんに書かれた文字

「田上」は人の名前? 「万」には縁起を担

ぐ意味がこめられているようです。

▲ 炉の復元図



序

真田郷には昔から松代や群馬に通ずる交通路があり、縄文文化 もこの要衝の地に発

達 してきました。四日市遺跡は真田町の中心の位置にあります。以前から土器の破片

が田畑に散見され、関係機関では埋蔵文化財の包蔵地 として注目してきたところであ

ります。

今回の発掘調査は、さなだ保育園建設に伴 う調査でありまして、真田町教育委員会

が平成 7年 3月 から6月 までの 4ケ 月という短い期間で調査 をしたものであります。

四日市遺跡は、既に平成元年度に新消防署庁舎敷地の発掘調査 を行い、平成 5～ 6

年度には消防署からJA農機・オー トセンターの方向へ約13,000m2の台地を3区画に

分けて調査 してきました。保育園敷地はこの台地の中心に未調査地として残っていた

ものであります。今回の調査でも縄文時代前期から平安時代にかけての約5:000年にわ

たる時代の住居址が次々と見つか り、この遺跡は相当広い範囲おいて非常に長い期間、

住居が散在 していたことが分か りました。また出土品も縄文土器や石器のほか映状耳

飾 りなどの珍 しい出土品もあり、町の遥か昔の文化を知る貴重な手掛か りとなった次

第であります。

今回の調査でこの遺跡の調査は一段落となりますが、四日市遺跡は大規模遺跡とし

てその性格が明らかになりました。この縄文時代からの広範な集落跡は上田・小県地

方はもちろん東信地方を代表する遺跡と言えるでしょう。そして当地方の歴史研究の

上で今後貴重な役割を果たすものと期待するものてあります。

最後になりましたが、この発掘調査にあたり多大なご指導を賜 りました長野県教育

委員会文化課、そして快 く作業に協力してくださった0上田地域シルバー人材センタ

ーの皆様方ほか協力いただいた大勢の皆様方に深甚なる敬意と感謝を申し上げ、序に

かえる次第であります。

平成 9年 3月
真田町教育委員会

教育長 三 井 俊 男



例  言

1 本書は長野県小県郡真田町大字長字四日市における四日市遺跡第 5次発掘調査報告書である。

2 調査は町立さなだ保育園の建設工事に先立ち、真田町教育委員会が行った。

3 調査は発掘調査か ら遺物整理・報告書刊行 まで含めて1995年 3月 7日 から1997年 3月 21日 まで実施 した。

4 発掘調査に係 る作業分担は以下のとお りである。

◎ 遺構実測  和根崎剛 。川上麻子 。相馬敬子・田畑 しず子・横沢初枝

◎ 遺物復元  相馬敬子・田畑 しず子・横沢初枝

◎ 遺物拓本  横沢初枝 。相馬敬子 。田畑 しず子・荻原喜久江

◎ 遺物実測  和根崎剛 。相馬敬子

◎  トレース  田畑 しず子・和根崎剛 。相馬敬子・荻原喜久江

◎ 遺構 。遺物写真  小平光一・和根崎剛

◎ 遺物観察表  和根崎剛 。相馬敬子

5 本文の執筆は和根崎剛が行った。

6 調査に係 る基準′点測量及び空中写真撮影を0写真測図研究所に委託 した。

7 本遺跡出土の金属製品の保存処理を動帝京大学山梨文化財研究所に委託 した。

8 調査に係 る資料は真田町教育委員会が保管している。

9 本書の編集・刊行は事務局 (真 田町教育委員会社会教育係)が行 った。

10 本調査 。報告書作成に際しては、働長野県埋蔵文化財センター贄田明氏、坂城町教育委員会小平光一氏

から絶大なご協力を賜うた。また、以下の方々や諸機関のご理解 。ご協力を賜った。以下ご芳名 を記 して

深 く感謝の意を表 したい。 (順不同、敬省略)

尾見智志 。川上 元・川崎 保・倉沢正幸・児玉卓文・小山岳夫・桜井秀雄・助川朋広・田畑和秀・

堤 隆 。廣瀬昭弘 。三上徹也 。宮下健司 。百瀬長秀・綿田弘実 。①上田地域シルバー人材センター・

0帝京大学山梨文化財研究所 。長野県教育委員会文化課・0長野県埋蔵文化財センター

凡  例

1 遺構の日各号は下記のとおりである。

SB 竪穴住居址   ST 掘立柱建物址   SK 土坑址   Pit ピット

2 遺構番号は時代別 とはせず、発見順に任意で命名した。なお、欠番がある。

3 実測図の縮尺は、下記を基本としたが、縮尺の異なるものもあり、各図毎に示した。

竪穴住居址・掘立柱建物址・土坑llL等 1/80    炉・竃  1/40

縄文土器・土師器・須恵器等 1/4    打製石斧・磨製石斧  1/3

小形石器 (石鏃等) 1/1・ 2/3    磨石 1/3    石皿 1/6

4 挿図中におけるスクリーントーンは下記のものを示す。

遺構  多笏杉遺構構築土  薫
=:1麟

焼土  轟苺三犠 石

遺物  彗華織#含繊維土器断面  ||||||||||||1石 器磨耗部

=撃
義
=須

恵器断面  韓1■雲:黒色処理  能をj陶器

5 土層の色調は、「新版 標準土色帖」に基づいている。
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第 1節 調査に至る経過

平成 6年度において、真田町町民福祉課福祉同和対策係担当職員から横尾 。四日市地区に於いて「町立さ

なだ保育園」の建設計画があるとの連絡を受けた。真田町教育委員会において事業地域内の埋蔵文化財の有

無について調査したところ、周知の四日市遺跡が存在することが判明し、長野県教育委員会文化課を交えた

協議の結果、発掘調査のうえ記録保存する方向で合意した。

四日市遺跡の調査は平成元年度から継続して行われており、平成 6年度には隣接する区域が JAさ なだ農

機 。オー トセンター (当 時 :現 JA信州うえだ真田町農機 。オー トセンター)の建設に伴い発掘調査され、

今回の調査でも同様の遺構・遺物の出土が予想された。調査は平成 7年 3月 7日 から着手した。

第 2節 調査団の構成

(事務局)真田町教育委員会

三井俊男

芳沢孝夫

荒井今朝信  (平成 8年 3月 31日 退任 )

大塚久文   (平 成 8年 4月 1日 着任 )

和根崎剛 。川上麻子

和根崎剛  (真田町教育委員会主事、長野県考古学会会員 )

川上麻子  (真田町教育委員会主事 。平成 8年 3月 31日 退任 )

荻原喜久江・相馬敬子・田畑 しず子・横沢初枝 (真田町臨時職員 )

樋 口啓一・山崎和子・渋沢里治・岡鳴庄平 。一之瀬貞美・関口嘉弘・小林みよ子

大久保 きよ 。桜井好平 。木島久男 (順不同)

(以上、船上田地域シルバー人材センター)

教  育  長

教 育 次 長

社会教育係長

社 会 教 育 係

(調査団)

担  当  者

調  査  員

調 査 補 助 員

発掘調査参加者

第 3節 調査の概要 と経過

1 各年度 の経過

(1)平成 6年度の経過

本年度の発掘調査に係る総事業費は1,823,229円 であつた。調査は降雪および土壌凍結の心配のない時期を

待って開始された。幸い好天に恵まれ、調査は順調に進行した。重機によるI区の表土争Jぎ及び作業員によ

る遺構検出作業を主に行う。現場における発掘作業は平成 7年 3月 7日 から3月 25日 まで行われた。
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(2)平成 7年度の経過

本年度の発掘調査及び整理作業に係る総事業費は5,033,042円 であった。発掘調査の結果、縄文時代前期・

古墳時代後期・平安時代の住居llL、 時期不明の石列・畝状遺構等が検出された。現場における発掘作業は平

成 7年 4月 5日 から6月 30日 まで行われ、平成 8年 1月 4日 から3月 31日 まで整理作業を実施 した。

(3)平成 8年度の経過

本年度の報告書作成作業に係る総事業費は3,214,900千円であった。作業は4月 1日 から行われ、平成 9年

3月 21日 に報告書を刊行して調査を終了した。

2 調 査 日誌 (抄 )

平成 6年度

1995年 (平成 7年 )

1月 7日   文化財保護法第98条の 2第 1項に基

づき、発掘調査届けを提出。

3月 7日   調査着手 重機による表土剥ぎ作業

開始 (～ 8日 )。 プレハブ設営。

3月 13日   鍬入れ式。機材搬入。ラジコンヘ リ

による航空写真撮影。

3月 14日   グリッド杭打ち(～ 15日 )。 住居址の

掘 り下げ開始。

3月 22日   0長 野県埋文センター桜井秀雄氏来

町、SB5出土の動物骨についてご教示いただ く。

保育園建設工事に伴いボー リング調査を実施。

I区にて数条の畝状遺構 を検出。

年度切替の庶務のため一時現場作業を休止する (～ 4月 4日 )。

I区にて石列遺構を検出。

SB10の 調査を開始。

鉄製鋤先が出土。

4月 18日   I区 にて集石遺構を検出。

4月 26日   信濃国分寺資料館川上元氏、倉沢正

幸氏来町、畝状遺構、石列、集石遺構

についてご教示いただく。

4月 29日   Ⅱ区の重機による土砂移動及び表土

争」ぎ作業開始 (～ 5月 9日 )。

5月 31日   働長野県埋文センター川崎保氏来町、

縄文前期土器についてご教示いただ く。

6月 6日   Ⅱ区検出面にて映状耳飾 り1点出土。

3月 23日

3月 24日

3月 25日

平成 7年度

4月 10日

4月 13日

バ ン`クホ~に よる表土子1ぎ作業

18号住居址調査風景
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6月 8日   ω長野県埋文センター廣瀬昭広氏来町、縄文前期土器についてご教示いただ く。

6月 10日   現地説明会実施、参集者約50名 。

6月 22日   Ⅱ区検出面にて 2点 目の映状耳飾 りが出±。

6月 30日  ラジコンヘ リによる航空写真撮影。機材・プレハブ撤収。現場作業を終了する。

7月 18日   出土品が文化財保護法第61条第 2項の規定により文化財認定される。

1996年 (平成 8年 )

1月 4日  町文化会館郷土資料室にて遺物の整

理作業を開始する。

3月 31日  平成 7年度の作業を終了する。

平成 8年度

4月 1日   平成 8年度の作業 (遺物整理)を 開

始する。真田町立さなだ保育園が開園。

5月 1日   町文化会館ロビーにて「さなだ保育

園用地 出土品展」を実施 (～ 7月 31

日)。

1997年 (平成 9年 )

1月 21日  0長 野県埋文センター贄田明氏来町、縄文前期土器についてご教示いただく。

2月 12日  報告書原稿稿了。

3月 21日   「四日市遺跡Ⅲ」報告書刊行。平成 8年度の作業を終了する。

第 4節 現地説明会・出土品展示会

1 現地説明会 (平成7年 6月 10日 (土 ))

調査の終了を目前に控えて、四日市遺跡現場にて現地説明会が行われた。前 日、信濃毎 日新聞紙上にて紹

介されたためもあ り、町内外から多数の見学者が来場 した。 もっとも注目されたのは縄文前期の映状耳飾 り

で、見学者からは耳飾 りの大 きさに驚 く声や、その使用法についての質問などが聞かれた。

2 出土品展示会「さなだ保育園用地出土品展」(平成8年 5月 1日 ～7月 31日 )

埋蔵文化財保護意識の啓発、および町民の生涯学習意欲の高揚に応えて、町文化会館 ロビー及び郷土資料

室にて「さなだ保育園用地出土品展」と題 して、復元・

保存処理 された出土品、写真の展示会を行った。また、

これに合わせて真田中学校が所蔵 していた縄文時代前

期の獣面把手や縄文時代中期の土器なども展示 した。

期間中の来場者は延べ200人程 となった。

土器の復元作業
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第 1節 真田町の原始・古代

真田町は真田氏発祥の地 として知 られる。また、群馬、松代への交通路 としての役割は大 きく、古代にお

いても交通の要衝 として重要な場所であったと思われる。当町の歴史を考える場合にはこの点を踏まえてお

く必要があろう。

原始・古代を概観してみよう。菅平高原の遺跡については小原等氏によって早 くから注目され、資料が蓄

積された。小原氏の地道な研究活動に対して深 く敬意を表したい。旧石器時代の遺物は菅平小中学校遺跡、

唐沢B遺跡等からの出土が知られている。学校遺跡出土の石器は東山系文化に属するものと考えられている。

また、唐沢B遺跡は神子柴型石斧を出土した遺跡として知られている。なお、四日市遺跡の位置する平野部

では、旧石器時代の遺跡は発見されていないが、境田遺跡から黒燿石製の槍先型尖頭器らしい石器が 1点 出

土している。ローム層上面からの単独出土であり、遺構は検出されなかった。

つづ く縄文時代になると菅平高原の東組 E遺跡、石戸山A遺跡などに草創期 。早期の生活の痕跡が認めら

れる。菅平地区では過去に何度か発掘調査が行なわれ、押型文系土器の出土がみられ、それに伴う石器も多

数見つかっている。しかし、住居llLの検出には至っていない。前期になると平野部でも遺跡の数が増え、過

去の発掘調査で四日市遺跡では映状耳飾 りをはじめとして花積下層式前後～有尾式期の資料が見つかってい

る。住居址も検出されており、注目される。四日市遺跡は中期終末の加曽利E式土器・唐草文系土器の時期

が最盛期で、敷石住居址がみられ、典型的な柄鏡型住居llLも 検出されている。縄文時代中期の浅間山麓には

四日市遺跡をはじめ、小諸市の郷土遺跡、東部町の久保在家遺跡といった大きな集落が分布しており、ひと

つの文化圏として捉えられる可能性を秘めている。四日市遺跡の土器様本目には唐草文系土器や加曽利E式土

器、曽利式土器の影響 もうかがえ、興味深い。後期の遺跡は雁石遺跡が知られ、称名寺系の大深鉢や亀型土

製品、土製耳飾、石棒などの出土を見た。中でも亀型土製品は貴重な例である。土笛としての機能が推定さ

れ、中空で腹部に穴が 2つ開いている。晩期の遺跡については菅平の唐沢、陣の岩といった岩陰遺跡から土

器、石器とともに骨角器及び動物遺存体の出土が知られている。また、平野部の雁石 。四日市・境田遺跡か

らも佐野式土器や氷式土器が出土している。

弥生時代の遺跡はキャンプサイトとしての前述の岩陰遺跡と若干が知られるのみで、竪穴住居址について

は検出例がない。また、遺物についても岩陰遺跡を除くと、後期の箱清水式土器の破片が散在的に見られる

程度であり、水稲耕作を経営基盤とした集落は存在しなかったものと推定される。

古墳時代の集落が展開するのは後期の鬼高式期になってからである。後期円墳の典型である藤沢古墳や本
・

原地区の多数の小円墳と時期的に一致する。近年、四日市や境田遺跡で住居址の検出例が増えている。境田

遺跡では石製模造品が出土した。当時の集落規模及び経営基盤については不明であるが、耕地拡大の動向と

合わせて検討課題である。

奈良 。平安時代の様オロについては四日市や境田遺跡で平安時代の集落址がみつかっている以外は、断片的

な情報しかない。しかし、おそらく平安時代になると大規模かつ長期的な集落が平野部に存在 していたと思

われる。四日市遺跡では墨書土器が多数出土しており、また、鍛冶製鉄遺構も検出されている。
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第 2節 遺跡の位置と環境

真田町は長野県の北東部に位置し、町の東側は群馬県嬬恋村と県境を接する。総面積は181.90断を有し、

北東には四阿山 (2332.9m)。根子岳 (2128m)が連なり、町の大部分を山地が占めている。山麓の菅平高原

に源を発する神川沿岸には谷平野が発達 している。

四日市遺跡の位置する横尾 。四日市地区は、神川の堆積平坦面上にある。上田市との境界付近で神り||と 合

流する傍陽川や洗馬川の扇状地面とも接しており、広 く開けている地域である。町役場、町民グランド、体

育館、真田中学校 といった施設が集中し、これらの建設当時から付近一帯に遺跡が存在することが知られて

はいたものの、十分な調査が行なわれていたとはいいがたく、遺跡の概要等については不明な点が多かった。

平成元年度になって役場庁合の新築にかかり四日市遺跡の一部が発掘調査され、縄文時代中期及び平安時代

の集落の存在が明らかになり、この発掘調査が契機となって横尾・四日市地区の遺跡の重要性が改めて認識

されることとなった。なお、本遺跡は現在の集落の中心からやや南に外れた神川右岸の河岸段丘端に位置し

ている。近年、団地造成や大規模ほ場整備事業によって開発が急速に進んでおり、埋蔵文化財保護の現状は

決して良好であるとは言えない。

名  称 時  代 所 在 地 備  考

1 四日市遺跡 縄文～ 横尾 四日市 ”。
査

元
調

成
年

平
６

2 柳又遺跡 縄 文 戸沢 り「又

松葉田遺跡 ″ 松葉田

石舟遺跡 石舟 石舟

雁石遺跡 〃 雁石
日召禾口49。 59～
60年調査

山遠家遺跡 横尾 山遠家

荒井古墳 (円 ) 古墳 本原 荒井

的岩古墳 (円 ) 〃 西畝

下塚 1号墳 (円 ) 〃 下塚

下塚 2号墳 (円 )

北臼庭遺跡 〃  1ヒ自庭

南荒井遺跡 平安 〃 南荒井

山崎遺跡 縄文 〃 山崎

竹室遺跡 〃 竹室

表木遺跡 〃 表木

殿蔵院古墳 (円 ) 古墳 〃 殿蔵院

広山寺 1号墳 (円 ) 〃 中原南町上

広山寺 2号墳 (円 )

北番匠古墳 (円 )
〃 北番匠

北番匠B遺跡 古墳～ 〃 南番匠

北番匠A遺跡

表 1 四日市遺跡周辺の遺跡地名表

名  称 時 代 所 在 地 備  考

鶴の子田古墳 (円 ) 古墳 本原 下原鶴の子田

町下 1号墳 (円 ) 〃 上原町下

町下 2号墳 (円 )

町下 3号墳 (円 )

町下 4号墳 (円 )

町下 5号墳 (円 )

矢倉城古墳 (円 ) 〃 下原東出早

九久館 1号墳 (円 ) 〃 九久館

九久館 2号墳 (円 )

西出早 1号墳 (円 ) 〃 西出早

西出早 2号墳 (円 )

村中古墳 (円 ) 〃 村中

桜林 1号墳 (円 ) 〃 上原東出早

桜林 1号墳 (円 )

南町上遺跡 縄文 〃 中原南町上

藤沢遺跡 古墳～ 〃 大畑藤沢 昭和49年調査

藤原古墳 古墳

羽毛田古墳 (円 ) 〃 下原羽毛田 壊  滅

小沼長者古墳 (円 ) 〃 西田 平成 5年
確 認 調査

境田遺跡 古墳～ 〃 境田 平成 6年調査

西田遺跡 中世～ 〃 西田 平成 6年調査
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1 遺跡及び調査対象地点の概観

ヽ
'

‐1年_1.嘔

第 1節 発掘調査の概要

真
田
中
学
校

本遺跡は神川右岸の河岸段丘

端に占地 している。遺跡範囲の

詳細については不明確であった

が、遺跡の性格は平成元年度以

降の調査によって明らかになっ

ていた。それによると今回の地

点も幾多の時期にわたる複合遺

跡であることが推定され、調査

が慎重かつ困難なものになるこ

とが予想された。

調査対象面積は約6,000m2を

数える。旧地形は南に向かって

緩やかに傾斜 してお り、切土・

盛土して畑地 となっていた り、

自然の土砂流出も認められた。

そのため、一部では耕作土直下

がローム層 となる場合があ り、

既に多くの遺構が失われている

ものと推定された。

2 調査の方法

四日市遺跡D地区は、平成 6

年度に今回の調査地区に隣接す

るC地区約3,500m2、 B地区約

2,000m2の 部分が既に調査 され

(真田町教委1996)、 その調査結

果 との整合性、調査が将来、周

辺まで及ぶ可能性を考慮 して、

元年度調査以降採用された国家

座標に基づ くグリッ ド法を用い

ることとした。調査地区が広大

であったため、 8m× 8mのグ

四
日
市
団
地

√ 651:6
ノ

ふジト、ヽヽく
(S=1/2,000)
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リッドを組んで調査 を行った。遺構の検出位置及び遺構外遺物の一部の取 り扱いは、このグリッド単位で行

なっている。なお、調査区の設定は便宜的に発掘区を三分 し、南西部分から順に I区、Ⅱ区とした。

遺構全体図は平板測量法を用いて作成 した。個々の遺構の実測は簡易遣 り方で行なった。

3 遺構・遺物の概観

遺跡は縄文時代前期、古墳時代後期、平安時代の集落址である。ほぼ同時期の遺構 を検出したBoC地 区

の調査では住居址31軒 (縄文 90古墳 5。 平安17)を確認した。今回の調査では住居址22軒 (縄文 3・ 古墳

9・ 平安10)を検出した。特筆すべ きは縄文時代前期中葉の良好な土器資料 と、古墳時代後期の住居址がま

とまって検出されたことである。

縄文時代の遺構は前期のものが検出されたのみであった。従って遺物 も前期のものが圧倒的に多い。前期

中葉の有尾式土器を中心に諸磯 a式土器、北白川下層Ⅱ式土器などがみられる。また、遺物包含層から中期、

晩期の土器片が僅かながら出土している。調査結果のみから推定すると、D地区が主体的な生活の場 として

利用されていたのは前期中葉だったようである。

続 く弥生時代の遺構 。遺物は検出されていない。

古墳時代の遺構 。遺物は住居址が 9軒確認された。出土した土器から全て古墳時代後期の所産と思われる。

鉄製品及び石製模造品の出土はなかった。

平安時代の遺構は住居址を10軒確認した。出土した土器から概ね 9世紀末～10世紀初頭の所産と考えてい

る。鎌、鋤頭といった鉄製品の出土がみられ、緑釉陶器や灰釉陶器 も出土した。SB 5と した遺構から出土し

た動物骨・鹿角などは平安時代の所産であろうか。

4 基本層序

もっとも多いところで4層 に細分できた。0層・ I層 は水田ないし畑の耕作土、Ⅱ層 (黒褐色土)と Ⅲ層

(暗褐色土)が堆積腐食土層、Ⅳ層がローム層である。V層は水田耕作により変質した土である。0層 は50

cm、 I～Ⅲ層は20～ 30cmの層厚を保つ。古墳 。平安時代の遺構はⅡ層から、縄文時代の遺構はⅢ層上面から

掘り込まれているようである。削平 。流出によりI層 直下にⅣ層が存在する部分がある。

Ⅱ

III

0層

I層

Ⅱ層

Ⅲ層

IV層

V層

強 くしまっている。水田耕

しまりあり。畑耕作±。

しまりあり。堆積腐食土層。

しまりあり。

り。しまりあり。ローム層。

り。しまりあり。水田直下のH層

基本土層図
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5 検出された遺構 ,遺物

四日市遺跡D地区から検出された遺構・遺物は下記のとお りである。

遺構  縄文時代前期  竪穴住居址   22軒 (縄文 3・ 古墳 9。 平安 10)

古墳時代後期  掘立柱建物llL  2基

平安時代    土坑址     23基 (縄文 6・ 不明17)

中世以降    集石遺構    1基

石列遺構    2本

畝状遺構    23本

遺物  縄文土器      前期有尾式、諸磯 a式、北白川下層 H式 。中期・晩期氷式

土師器・黒色土器  甕・杯・甕・高不・皿・甑・耳皿

須恵器       甕・不 。長頚壺

灰釉陶器      不・坑・皿 。長頚壺

緑釉陶器      婉

石 器       石鏃 。石匙・石錐 。打製石斧・磨製石斧・石皿 。す り石 。たたき石 。砥石

石製品       映状耳飾 り。軽石製品

鉄製品       鎌・鋤・刀子・紡錘車 (?)

動物遺存体     動物骨・歯・鹿角

第 2節 調査の結果

四日市遺跡D地区は縄文時代前期中葉から平安時代にわたる複合遺跡である。発掘現場における混舌しを避

けるため、各遺構の番号は時代に係わりな く、発見順に付与した。なお、調査の途中で遺構ではないことが

判明したものもあるため、番号に欠番がある。住居址に関する記述の順序は、①調査の経過、②覆土、③壁

面、④床面、⑤柱穴とピット、⑥炉・竃、⑦規模 と形態、③出土遺物と所属時期となっており、その他の遺

構についてもこれに準じている。ただし、適宜説明を省いた箇所があることをご了承願いたい。

今回の調査では多くの遺構、遺物を検出したが、紙面 。時間の制約からここでは主要な遺構 。遺物の記述

に留めることをご容赦願いたい。

1 縄文時代の遺構 と遺物

縄文時代前期中葉の住居址 3軒、土坑 6基 を確認することが出来た。また、包含層中から膨大な数の土器

片や石器 を検出した。 3号土坑は縄文前期の土器の大破片の出土を見たが、遺物が盗難にあい、資料化でき

なかった。

1 前期中葉の遺構 と遺物

(|)7号住居址 (SB 7) (第 5図 )

調査の経過 :Ⅲ層上面にて黒色土の落ち込みを検出したため、セクションベル トを残 して掘 り下げにかか

る。掘 り下げの途中、平安時代のSB6・ 12と の切 り合いに気づ き、調査を中断。SB 6・ 12の 完掘後に再

度調査にかかる。切 り合い部分はSB6・ 12に よって完全に失われていた。

-11-
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第 5図  7号住居址実測図及び出土遺物実測図
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覆土 :黒色土の堆積がみられる。

壁面 :壁高10～ 15cmを計る。

床面 :Ⅲ層中に床面を作っている。締 まってはいるものの、硬化 していない。

柱穴 とピット :確認できなかった。

炉 :中 央付近に焼土の広が りを検出した。

規模 と形態 :壁が確認できず不明。

出土遺物 と所属時期 :出土土器から縄文時代前期中葉に比定される。土器には半裁竹管による平行沈線文

や波状文、垂直刺突のほか、網 目状撚糸文 といった文様がみられる。この住居址からつまみ部を 2つ有

する石匙 (第 5図 -13)が出土 している。

け)8号 住居址 (SB 8) (第 6・ 7図 )

調査の経過 :Ⅲ層上面にて黒色土の落ち込みを検出したため、セクションベル トを残 して掘 り下げにかか

る。掘 り下げの途中、平安時代のSB17と の切 り合いに気づ き、調査 を中断。SB17の 完掘後に再度調査に

かかる。切 り合い音6分はSB17に よって完全に失われていた。また、石列遺構によって一部 を破壊されて

いる。

覆土 :黒色土の堆積がみられる。

壁面 :壁高は20cmを計る。

床面 :締 まっている。Ⅲ層中に床面を作っている。

柱穴 とピット :確認できなかった。

炉 :確認できなかった。

規模 と形態 :長軸 4m程度の楕円形を呈すると思われる。

出土遺物 と所属時期 :出土土器から縄文時代前期中葉に比定される。当住居址からは該期の文様構成の多

様さを知ることのできる良好な土器資料が出土している。詳 しくは第 5章で触れるが、半裁竹管による

文様作出法のバラエティの多さに驚かされる。なお、第 6図 -5は垂下する隆帯を持つが、菱形構成の

平行沈線に爪形文を重ねる文様の中央までイ申びていることか ら、神之木式土器の技法の名残 とも見える。

β)23号住居址 (SB23) (第 8・ 9図 )

調査の経過 :Ⅲ層上面にて黒色土の落ち込みを検出したため、セクションベル トを残 して掘 り下げにかか

る。大形の破片の出土が相次 ぎ、出土位置を平面図にプロットする。調査の最終段階になって、平安時

代の住居址 。SB26が重複 していることが分かった。

覆土 :黒色土(1)、 黒褐色土(2)、 褐色土(3)の 堆積がみられた。

壁面 :壁高は20cmを 計る。

床面 :締 まっていた。Ⅲ層中に床面を作っている。

柱穴 とピット:ピ ット5基を確認 した。

炉 :焼土は確認できなかったものの、炉の穴 と推定されるPitを確認した。

規模 と形態 :長軸 5m程度の楕円形を呈する。

出土遺物 と所属時期 :出土土器から縄文時代前期中葉に比定される。当住居址出土資料は良好な遺物のセ

ットとして捉えられるだろう。文様は半裁竹管による文様が主体となるが、胎土に繊維を含むものと含

―-13-―
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第 7図  8号住居址出土遺物実測図121

まないものが併存 してお り、第 9図 -20・ 21の ようなものや、諸磯 a式土器 (22～ 24)、 北白川下層Ⅱ式

土器 (25)が出土 している。また、この住居址からもつまみ部 を 2つ有 したと推定される石匙 (30)が

出土 している。

(4)l号土坑 (SK l) (第 10図 )

調査の経過 :Ⅲ層上面にて黒色土の落ち込みとまとまった土器の破片の出土をみたため、セクションベル

トを残 して掘 り下げにかかる。

覆土 :黒色土(1)、 褐色土(2)の 堆積がみられた。

壁面 :壁高は40cmを 計る。

規模 と形態 :直径1.5m程度の円形を呈する。

出土遺物 と所属時期 :出土土器から縄文時代前期中葉に比定される。第10図 -3は平行沈線のみで菱形を

描 く。
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(5)2号土坑 (SK2) (第 11図 )

調査の経過 :Ⅲ層上面にて黒色土の落ち込みを検出したため、セクションベル トを残 して掘 り下げにかか

る。掘 り下げの途中で石皿の完形品が出土 した。

覆土 :黒色土(1)、 黒褐色土(2X褐色土(3)の 堆積がみられた。

壁面 :壁高は90cmを 計る。

規模 と形態 :長軸 3m程度の楕円形を呈する。

出土遺物 と所属時期 :出土土器から縄文時代前期中葉に比定される。完形の石皿が黒色土(1)層 中から出土

している。

(6)19号土坑 (SK19) (第 12図 )

調査の経過 :Ⅲ層上面にてまとまった土器の破片の出土をみたため、掘 り下げにかかる。

覆土 :黒色土の堆積がみられた。

壁面 :壁高は30cmを計る。

規模 と形態 :直径 lm程度の円形を呈する。

出土遺物 と所属時期 :出 土土器から縄文時代前期中葉に比定される。第12図 -7は最 も破片の多かった個

体であるが、完形に接合することはできなかった。半裁竹管による平行沈線、コンパス文が描かれ、胴

部には羽状縄文が施文されるようだ。また、他にも平行沈線が菱形構成 をとるものや、網 目状撚糸文を

もつ ものなどが出土 している。図示 した以外にも接合不能な破片が多く出土 してお り、短絡的な考えで

はあるが、土器廃棄遺構的な性格の土坑かもしれない。

(7)21号土坑 (SK21) (第 13図 )

覆土 :黒色土の堆積がみられた。

壁面 :壁高は25cmを 計る。

規模 と形態 :長軸90cm程度の楕円形を呈する。

出土遺物 と所属時期 :出土土器から縄文前期中葉に比定される。第13図 -1は北白川下層Ⅱ式土器である。

器壁が薄 く、胎土から搬入品であると推定される。胴部に節の小 さいLRと RLの羽状縄文をもつので、北

白川下層 H式土器 とみられる。口唇部には 4単位の小突起が付されるようだ。

(8)24号土坑 (SK24) (第 14図 )

覆土 :黒色土の堆積がみられた。黒燿石の微小な砕片が覆土中に多く見 られた。

壁面 :壁高は40cmを 計る。

規模 と形態 :長軸70cm程度の楕円形を呈する。

出土遺物 と所属時期 :出 土土器から縄文前期中葉に比定される。第14図 -1は 口縁部に横の隆帯が巡 り、

波状 口縁の頂部から縦の隆帯が垂下する。口縁部付近は著 しく屈曲する。 4は無文土器で指頭圧痕が残

る。

(9)縄文時代の遺構外出土遺物  (第 15～ 18図 )

縄文時代の遺構に伴わない遺物 も多数出土した。土器は前期中葉のものが殆 どである。第15図 -1は大き

一-18-
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な破片である。遺構として把握できなかったが、土坑址からの出土であったのかもしれない。やはり半裁竹

管による平行沈線、コンパス文、刺突文が描かれる土器が多い。見事な菱形構成の文様を有する14の ような

ものもある。 8は胎土に極微量の繊維を含むが、文様構成は諸磯 a式の範疇であろう。諸磯 a式はそのほか

にも数′点みられた (17、 19、 21～ 27)。 石器も多数出土している。第17図 -14・ 15は用途不明の軽石製品で平

らに磨った痕跡がうかがえる。また、大型の映状耳飾 りが 2点出土した (第 18図 -1・ 2)。

‖ 中期・晩期の遺構 と遺物  (第 19～ 20図 )

該期の遺構は確認されていない。遺物は全て遺構外から出土したものである。

第19図 は中期の土器の破片。第20図 は晩期の氷式土器の深鉢の口縁部破片である。平成元年度および 5年

度に発掘調査されたA地区では中期後葉の集落址、それに晩期後葉の土坑址が検出されており、関連がうか

がえる。

2 古墳時代の遺構 と遺物

古墳時代の遺構は住居址が 9軒検出された。良好な一括資料 を検出することが出来た。

(|)9号住居llL(SB9) (第 21図 )

調査の経過 :Ⅲ層上面で黒色土の落ち込みが曖昧なものの認められたため、掘 り下げにかかる。床は堅緻

面 となっているが、全体的に削平を受けていて、壁面は検出できなかった。

覆土 :黒色土が堆積 していた。

壁面 :検出できず。

床面 :黒褐色土を貼床 し、堅級面 となっている。

柱穴 とピット :確認できなかった。

竃 :硬化 した床面の一部が焼けて変色し、焼土が若千検出された。

規模 と形態 :壁 と床面の一部に削平を受けてお り、不明。

出土遺物 と所属時期 :遺構の所属時期は出土 した土器の特徴から古墳時代後期鬼高式期 と考えられる。堅

緻面の存在から住居址 と認定 した。

(2)16号・21号住居址 (SB16・ 21) (第 22図 )

調査の経過 :Ⅲ層上面で黒色土の落ち込みが認められたため、掘 り下げにかかる。SB16の 床は堅緻面 とな

っているが、畑の土手造成で削平を受けていて、住居址の半分以上が検出できなかった。また、SB21は

クル ミの木の根によって撹乱されてお り、部分的に床面が確認できたものの遺構全体 を把握することが

できなかった。

① 16号住居址  (第 22図 )

覆土 :黒色土が堆積 していた。

壁面 :一部のみ確認した。

床面 :黒褐色土を貼床 し、堅緻面 となっている。

柱穴 とピット:ピ ット3基を確認 した。

竃 :南西の壁に付属 し、構築材である石が検出された。竃内部の支柱の石 と焼土の堆積が見られた。

規模 と形態 :土手の造成により半分以上を欠失 してお り、不明。
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出土遺物 と所属時期 :出土 した土器の特徴から古墳時代後期鬼高式期の住居址 と考えられる。

② 21号住居址  (第 22図 )

覆土 :黒色土が堆積 していた。

壁面 :確認できなかった。

床面 :黒褐色土を貼床 し、堅緻面 となっている。

柱穴 とピ ンヽト :確認できなかった。

竃 :確認できなかった。

規模 と形態 :壁 と床面の一部に削平を受けてお り、不明。

出土遺物 と所属時期 :堅緻面が認められたため、住居址 と判断した。出土した土器の特徴から古墳時代後

期鬼高式期の住居址 と考えられる。

(3)18号住居址 (SB18) (第 23図 )

覆土 :褐色土(1)と 黒色土(2)が堆積 していた。

壁面 :壁高は約20cmを計る。

床面 :黒褐色土を貼床 し、堅緻面 となっている。

柱穴 とピット:2基確認 した。

竃 :北束の壁に付属 し、構築材である石が検出された。焼土の堆積 と竃内部の支柱の石が見られた。

規模 と形態 :一辺3.5m程度の方形を呈する。

出土遺物 と所属時期 :出土 した土器の特徴から古墳時代後期鬼高式期の住居址 と考えられる。完形の小型

の鉢 (第 22図 -3)の 中に土師器の破片が収納された状態で検出された (写真 )。 収納されていたのは長

胴甕の破片で、同一個体のものであった。破片の接合 を試みたが、口縁部付近が一部接合できたものの、

全破片を接合することはできなかった。興味深い事例である。

に)19号住居址 (SB19) (第 24図 )

覆土 :黒色土(1)が堆積 していた。

壁面 :壁高は約15cmを計る。

床面 :黒褐色土を貼床 し、堅緻面 となっている。

柱穴 とピット:3基確認 した。

竃 :北東の壁に付属 し、構築材である石が検出された。焼土の堆積が見 られた。

規模 と形態 :一辺 4～ 4.5mの 方形を呈する。

出土遺物 と所属時期 :出土した土器の特徴から古墳時代後期鬼高式期の住居址 と考えられる。蛤壺様の器

形を呈するものも出土している (第 24図 -1)。

(5)20号住居址 (SB20) (第 25図 )

調査の経過 :調査の途中で平安時代のSK20と の切 り合いに気付 く。

覆土 :黒色土(1)が堆積 していた。

壁面 :壁高は約40cmを 計る。

床面 :黒褐色土を貼床 し、堅緻面 となっている。
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柱穴 とピット:3基確認 した。

竃 :東壁に付属 し、構築材である石 と粘土が検出された。焼土の堆積が見 られた。

規模 と形態 :一辺4.5m程度の方形を呈する。

出土遺物 と所属時期 :出土 した土器の特徴から古墳時代後期鬼高式期の住居址 と考えられる。竃横から直

立 した状態で出土 した長胴甕 (第 25図 -12)の 内部から灰が検出された (写真 )。

(6)22号住居址 (SB22) (第 26図 )

覆土 :黒色土が堆積 していた。

壁面 :壁高は約10cmを計る。

床面 :黒褐色土を貼床 し、堅緻面 となっている。

柱穴 とピット :確認できなかった。

竃 :北東壁に付属 し、構築材である石 と粘土が検出された。焼土の堆積が見られた。

規模 と形態 :一辺 4m程度の方形を呈する。

出土遺物 と所属時期 :出土 した土器の特徴から古墳時代後期鬼高式期の住居址 と考えられる。竃の焚き口

付近に完形の鉢などが入れ子状態で設置されていた (写真 )。 当時の土器セットとして捉えられる良好な

資料である。第26図 -6は意図的に輪積み成形痕を残 し、口縁部には指頭圧痕が残る。

(7)24号住居址 (SB24) (第 27図 )

調査の経過 :Ⅲ層上面にて黒色土の落ち込みを確認 したため、掘 り下げた。全体に削平を受けてお り、竃

周辺以外は既に失われている。

覆土 :黒色土の堆積がみられる。

壁面 :検出できなかった。

床面 :黒褐色土を貼床 し、堅級面 となっている。

柱穴 とピット :確認できなかった。

竃 :北西壁に付属 し、構築材である石 と粘土が検出された。焼土が厚 く堆積 していた。

規模 と形態 :壁 と床面の大部分が削平を受けてお り、不明。

出土遺物 と所属時期 :出土 した土器の特徴から古墳時代後期鬼高式期の住居址 と考えられる。

(8)25号住居址 (SB25) (第 28図 )

覆土 :黒色土の堆積がみられる。

壁面 :壁高は20cmを 数える。

床面 :黒褐色土を貼床 し、堅緻面 となっている。

柱穴 とピット:3基確認できた。

竃 :東北壁に付属 し、構築材である石 と粘土が検出された。焼土が認められた。

規模 と形態 :北西側で撹乱を受けているが、一片5.5m程度の方形を呈すると推定される。

出土遺物 と所属時期 :出土 した土器の特徴から古墳時代後期鬼高式期の住居址 と考えられる。
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22号住居址 カマ ド内土器出土状況
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3 平安時代の遺構 と遺物

平安時代の遺構は住居址が10軒検出された。良好な一括資料や加工された動物骨などを検出することが出

来た。

(|)2号・ 10号・ 13号住居址 (SB 2・ SB10。 SB13) (第 29～ 32図 )

① 2号住居址  (第 29・ 30図 )

覆土 :黒色土(1)の 堆積がみられる。

壁面 :壁高は20cmを数える。

床面 :黒色土を貼床し、堅緻面となっている。

柱穴とピット:1基確認した。

竃 :北西壁に付属し、構築材である石と粘土、および煙道が検出された。焼土が認められた。なお、人頭

大の礫や平石が竃内から検出された。住居廃絶時に破壊されたらしい。

規模 と形態 :一辺 4～ 5m程の方形を呈する。

出土遺物と所属時期 :住居址内に多量の礫や平石が投げ込まれたようである。その平石の上で不が 2′点重

なって出土している。また、鉄製刀子が 1点出土した。これらの遺物から本址は平安時代 (9世紀末t10

世紀初頭)の ものと考えられる。第29図 -2は赤彩土器である。

② 10号住居址  (第 29031図 )

覆土 :黒色土(2)の 堆積がみられる。

壁面 :壁高は25cmを数える。

床面 :黒色土を貼床し、堅緻面となっている。

柱穴とピット:2基検出した。なお、間仕切 りの跡と思われる溝を検出した。

竃 :東北壁に付属 し、構築材である石と粘土、および煙道が検出された。多量の焼土が認められた。竃の

南隣に焼土と粘土が確認できた。袖石は検出されなかったが、竃と同様の機能をもっていた施設なのか

もしれない。

規模 と形態 :撹舌しを受けているが、一辺5.5m程 の方形を呈すると推定される。

出土遺物と所属時期 :出土遺物は豊富である (第 30図 )。 まず、緑釉陶器の婉の破片が 2′点、灰釉陶器の

壺、坑、皿の破片が多量に出土している。それに、土師器・黒色土器の不 。坑の出土が多く、耳皿や皿

も出土しているが、形の分かる甕などの煮炊き。貯蔵具の出土は見られない。墨書土器の量も多く、総

点数15′点のうち、「田上」が 6′点、「万」が 4′点となっている。他に、鉄製鋤頭が床面直上で出土してい

る。これらの遺物から本址は平安時代 (9世紀末～10世紀初頭)の ものと考えられる。

③ 13号住居址  (第 29・ 32図 )

覆土 :黒色土(3)の 堆積がみられる。

壁面 :壁高は20cmを数える。

床面 :黒色土を貼床し、堅級面となっている。

柱穴とピット:検出できなかった。

竃 :検出できなかった。

規模 と形態 :SB10お よび時期不明の集石遺構に切られるため不明。

出土遺物と所属時期 :堅緻面が認められたため、住居址と判断した。出土遺物から本址は平安時代 (9世
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紀末～10世紀初頭)の もの と考えられる。

(2)5号住居址 (SB 5) (第 33図 )

覆土 :黒色土の堆積がみられる。焼土粒が多量に混じる。

壁面 :不明。

床面 :黒色土を貼床し、堅緻面 となっている。

柱穴とピット:6基検出され、うち焼土を伴うピツトが 3基検出された。

竃 :確認できなかつたが、北壁に焼土を伴うPit 4がみられる。

規模 と形態 :削平により壁が失われているため不明。現存している床は一辺 7m程度の方形を呈する。

出土遺物 と所属時期 :堅緻面が認められたため、住居址 と判断した。ただし、焼土を伴うピツトがみられ、

床面直上で火を受けた動物骨・歯や、切断痕のある鹿角が出土している。出土した動物骨の一部を図示

した (第 33図 -6～ 11)が、大型獣と小動物の骨が混じつているようである。この遺構においてどのよ

うな行為が行われたのか。興味ある事例である。土器の出土は少なかつたが、鉄製刀子が 1′点出土した

(第 33図 -5)。 これらの遺物から本址は平安時代 (9世紀末～10世紀初頭)の ものと考えられる。動物

骨等についても床面直上の出土であることからほぼ同時期のものとみなしたい。

(0 6号・ 12号住居l■ (SB 6・ SB12) (第 34～ 36図 )

6号住居址  (第 34・ 35図 )

覆土 :黒色土の堆積がみられる。

壁面 :壁高は10Cmを 数える。

床面 :黒色土を貼床し、堅緻面となっている。

柱穴とピツト:確認できなかつた。

竃 :確認できなかった。

規模 と形態 :壁が検出できず、不明。

出土遺物と所属時期 :堅緻面が認められたため、住居址と判断した。須恵器の短頚壺が出土している。こ

れらの遺物から本址は平安時代 (9世紀末～10世紀初頭)の ものと考えられる。

12号住居址 (第 34・ 36図 )

覆土 :黒色土の堆積がみられる。

壁面 :壁高は15cmを数える。

床面 :黒色土を貼床し、堅緻面となっている。

柱穴とピツトi確認できなかつた。

竃 :南東の壁に付属し、構築材である石 と粘土が検出された。焼土が認められた。

規模 と形態 :一辺4.5m程の方形を呈する。

出土遺物と所属時期 :出土遺物から本址は平安時代 (9世紀末～10世紀初頭)の ものと考えられる。

は)日 号住居l■ (SBll) (第 37図 )

覆土 :黒色土(1)の 堆積がみられる。

壁面 :壁高は25cmを 数える。
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床面 :黒色土を貼床し、堅緻面となっている。

柱穴とピット:焼土を伴うピットが 1基確認された。

竃 :確認できなかったが、北東壁に焼土を伴うピットがみられる。

規模 と形態 :一辺2.5m程の方形を呈する。

出土遺物と所属時期 :堅緻面が認められたため、小型の住居址と判断した。住居廃絶後に多量の礫が投げ

込まれたようである。遺物は完形の不が 1点出土した以外は、ほとんどみられなかった。これらの遺物

から本llLは 平安時代 (9世紀末～10世紀初頭)の ものと考えられる。

(5)15号住居址 (SB15) (第 38図 )

覆土 :黒色土(lk褐色±9)の堆積がみられる。黒色土(1)層 中に焼土粒が多量に混じるほか、堅級面上に 1

cm程度の厚さで焼土がみられた。

壁面 :壁高は 5 cmを 数える。

床面 :黒褐色土を貼床し、堅緻面となっている。

柱穴とピット:住居に付属すると思われるものは 5基確認された。

竃 :確認できなかった。

規模 と形態 :一辺 3m程の隅丸方形を呈する。時期不明の畝状遺構16・ 17が貫通する。

出土遺物と所属時期 :堅級面が認められたため、小型の住居址と判断した。焼失住居址の可能性がある。

遺物は土器はほとんどなかったが、鉄製鎌が 1′点出土した。これらの遺物から本址は平安時代 (9世紀

末～10世紀初頭)の ものと考えられる。

輸)17号住居址 (SB17) (第 39図 )

調査の経過 :SB 8の調査中、竃を検出したため、遺構の存在に気付 く。Ⅲ層にて黒色土の落ち込みを確認

したため、セクションベル トを設定し掘り下げた。

覆土 :黒色土の堆積がみられる。

壁面 :壁高は20cmを数える。

床面 :黒色土を貼床し、堅緻面となっている。

柱穴とピット:1基確認した。

竃 :南西の壁に付属 し、構築材である石が検出された。焼土が認められた。いわゆる「コーナー竃」であ

る。

規模 と形態 :一辺3.5m程 の方形を呈する。

出土遺物と所属時期 :出 土遺物から本址は平安時代 (9世紀末～10世紀初頭)の ものと考えられる。

(7)26号住居址 (SB26) (第 40図 )

調査の経過 :SB23の調査中に堅級面を検出したため、遺構の存在に気付 く。

覆土 :黒色土の堆積がみられる。

壁面 :壁高は 5 cmを 数える。

床面 :黒色土を貼床し、堅緻面となっている。

柱穴とピット:焼土を伴うピットを1基確認した。
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第36図  12号住居址出土遺物実測図
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第37図  11号住居址及び出土

遺物実測図
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第39図  17号住居址及び出土遺物実測図
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竃 :確認できなかったが、北壁隅の堅級面の直上に層厚 3 cm程度の焼土の集中を認めた。また、他に 2ヵ

所の床面上から焼土を検出した。

規模 と形態 :一辺 5m程の方形を呈する。

出土遺物 と所属時期 :少量の土師器 。須恵器破片 と鉄製鎌が 1′点出土 した。これらの遺物から本 llLは 平安

時代 (9世紀末～10世紀初頭)の ものと考えられる。

侶)20号土坑址 (SK20) (第 41図 )

調査の経過 :SB20の調査中、埋設された甕の一部 を検出し、遺構の存在に気付 く。

覆土 :褐色土(1)と 黒褐色土121、 黒色土(3)の 堆積がみられる。

規模 と形態 :直径60cm程の円形を呈する。

出土遺物 と所属時期 :球形胴の甕の胴部～底部が埋設されていた。この遺物から本址は平安時代 (9世紀

末～10世紀初頭)の ものと考えられる。

4 中世の遺物  (第 42図 )

今回の調査で 2枚の北宋銭が出土した。耕作土中からの発見で、遺構には伴わない。第42図 -1は「聖宋

元宝」で鋳造開始年代は西暦1101年 (北宋・建中靖国元年)である。第42図 -2はやや判読に苦するが、「明

道元宝」と思われ、西暦1023年 (北宋 。明道元年)か ら鋳造が開始された。

5 時期不明の遺構

ここでは所属時期が不明な遺構 を一括 して紹介する。

(|)1号掘立柱建物址 (ST l) (第 43図 )

13基のピットを掘立柱建物址の柱穴又は支柱穴 として認識した。遺物の出土がなく、時期は不明。ピット

は 5× 5m程度の正方形内に配置されている。

(2)2号掘立柱建物址 (ST 2) (第 44図 )

12基のビットを掘立柱建物址の柱穴又は支柱穴 として認識した。遺物の出土がなく、時期は不明。ピット

は 5× 3m程度の長方形内に配置されている。

④)石列遺構  (第 45図 )

I区において、ほぼ東西に延びる石列遺構が検出された。平安時代のSB15を 切っているので、それ以降の

所産であるが、伴出遺物が皆無で、時期決定はできない。検出された部分は約47mであったが、南東方向に

もっと延びている可能性がある。畝状に掘った溝のなかに礫を入れて作 られてお り、また、後述する畝状遺

構 と平行に形成され、関連する遺構であると思われるが、用途については不明である。

に)畝状遺構 |～23 (第 46図 )

I区において、ほぼ東西に延びる畝状遺構が検出された。それぞれ長さは異なるが、土層の堆積状況や平

行に並んでいる点から同時に機能 していたと思われる。 どの畝状遺構 も、底部付近に黒褐色の固くて、プロ

ー 40-



ック状になった土が堆積 していた。遺構は畑の耕作などに伴 うものであろうが、正確な用途については不明

である。畝状遺構の覆土から土師器片などとともに青磁のガヽ破片 1点が出土しているが、時期決定に使用で

きるかいささか不安である。

(D 集石遺構  (第 47図 )

平安時代のSB10。 SB13を 切っているので、それ以降の所産であるが、伴出遺物に乏しく、明確な時期決定

はできない。拳大から人頭大の礫を8.5× 3mの範囲に集積 している。調査期間の関係で縦断図の作成をあき

らめたが、約1.5m幅 で階段状にわずかに段 をつけてお り、一番低い部分には他の部分よりも小さめの石 を多

く使っている。用途は不明であるが、暗きょうのようなものか。
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図版

番号
出土地点 器種 部 位 器 形 お よ び 文 様 繊 維

色  調 焼
　
成

備 考
外  面 内 面

5-1 SB 7覆土 深鉢 月同 音6 半裁竹管(b) 微 量 黒褐色 黒褐色 ○

5-2 SB 7覆土 深鉢 口縁部
竹管状工具による沈線、

ココ状縄文LRと RL 有 褐 色 褐色 ○

5-3 SB 7覆土 深鉢 月同 音Ь 網 目状撚糸文 有 黒褐色 黒褐色 ○

5-4 SB 7覆土 深鉢 口縁部
正反の合あるいはRLo rと LR・ 2の

附加条の羽状縄文、コンパス文
微 量 鈍い黄褐 鈍い黄褐 ○

5-5 SB 7覆土 深鉢 口縁部 半裁竹管(a) 微量 明赤褐色 明赤褐色 ○

5-6 SB 7覆土 深鉢 口縁部 爪形文 有 鈍い赤褐 褐色 ○

5-7 SB 7覆土 深 鉢 口縁音6 半裁竹管(a)、 刻みの入る縦の隆帯 鉦
小

鈍い黄褐 明黄褐色 ○

5-8 SB 7覆土 深鉢 口縁部 半裁竹管(a) 征
小

鈍い黄褐 鈍い黄褐 ○

5-9 SB 7覆土 深 鉢 口縁部 半裁竹管による平行沈線、爪形文 鉦
小

褐色 月赤褐住 ○

5-10 SB7覆土 深 鉢 口縁部 爪形文 征
小

鈍い黄橙 鈍い黄橙 ○

5-11 SB 7覆土 深鉢 月同 音6
半裁竹管(a)、 円形刺突、瘤状貼付文、

縄文LR
征
小

黒褐色 黒褐色 ○

5-12 SB 7覆土 深 鉢 】同 音6 半裁竹管(b)、 縦の隆帯 鉦
小

鈍い黄橙 鈍い黄橙 ○

6-1 SB8覆土 深 鉢 口縁部 半裁竹管(b) 微 量 褐 色 褐色 ○

6-2 SB 8覆土 深鉢 口縁部
半載竹管(b)、 原体竹管以外のものか ?

RL・ LRの羽状縄文
有 明褐色 褐色 ○

6-3 SB8覆土 深 鉢 月同 音6 半裁竹管(C)、 縄文LR 微 量 明褐色 明褐色 ○

6-4 SB 8覆土 深鉢 口縁部 半裁竹管(C) 微量 灰黄褐色 灰黄褐色 ○

6-5 SB8覆土 深鉢 月同 音6
半裁竹管(C)、 菱形の中心部まで延び

る隆帯
鉦
小

灰褐色 赤褐色 ○

6-6 SB 8覆土 深 鉢 月同 音6 半裁竹管(C)、 RL・ LRの羽状縄文 微 量 褐色 明褐色 ○

6-7 SB8覆土 深 鉢 口縁部 櫛状施文具による刺突列 微量 赤褐色 赤褐色 ○

6-8 SB 8覆土 深鉢 月同 音6 平行沈線+櫛(f) 微量 褐色 褐 色 ○

6-9 SB 8覆土 深 鉢 月同 音

`

平行沈線十櫛(f)、 刺突の原体 2種類 微量 褐色 褐 色 ○

6-10 SB8覆土 深鉢 月同 音6 平行沈線十櫛(f) 微 量 明褐色 明褐色 ○

6-11 SB 8覆土 深鉢 月同 菩Ь 平行沈線+櫛(f) 微 量 黒褐色 黒褐色 ○

6-12 SB8覆土 深鉢 月同 音6 平行沈線十櫛(f) 有 赤褐色 赤褐色 ○

6-13 SB 8覆土 深鉢 口場で音6 半裁竹管(a) 微量 褐色 褐 色 ○

| 四日市遺跡 D地区 縄文土器観察結果一覧表 (図版掲載イ固体のみ)※半裁竹管(a痔は第5章での分類基準による
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図版

番号
出土地点 器 種 部 位 器 形 お よ び 文 様 繊 維

色  調 焼
　
成

備 考
外 面 内  面

6-14 SB 8覆土 深 鉢 口縁部 半裁竹管(a)、 波状口縁の頂部に突起 征
小

橙 橙 ○

6-15 SB 8覆土 深 鉢 口縁部 半裁竹管(a) 微量 黒褐色 黒褐色 ○

6-16 SB 8覆土 深 鉢 口縁部
半裁竹管(a)、 地文に撚糸文 ?、 口唇

部に亥Jみ
有 明褐色 明褐色 ○

6-17 SB 8覆土 深 鉢 月同 音6 撚糸文か ? 微 量 褐 色 明褐色 ○

6-18 SB 8覆土 深 鉢 口縁部 半裁竹管(d) 微量 明褐色 明褐色 ○

6-19 SB 8覆土 深 鉢 月同 音6 半裁竹管(g) 有 橙 橙 ○

6-20 SB 8 床 深 鉢 口縁部 半裁竹管(g)、 日唇部に突起 有 灰褐色 鈍い黄橙 ○

6-21 SB 8覆土 深 鉢 月同 音6 半裁竹管(d) 有 鈍い黄橙 鈍い黄橙 ○

6-22 SB 8覆土 深 鉢 口縁部 半裁竹管(d)、 地文に縄文LR 有 鈍い黄橙 黄褐色 ○

6-23 SB 8覆土 深 鉢 口縁部 緩い波状口縁、原体の長い縄文LR 微 量 明褐色 明褐色 ○

6-24 SB 8覆土 深 鉢 回縁部 緩い波状口縁、縄文LR 微 量 鈍い黄橙 鈍い黄褐 ○

6-25 SB 8覆土 深 鉢 口縁部 縄文LR 征
ヽ

灰褐色 鈍い黄褐 ○

6-26 SB 8覆土 深 鉢 月同  音Ь 附力日条RLorと LR。 2の羽状縄文 ? 有 鈍い黄褐 褐 色 ○

6-27 SB 8覆土 深 鉢 底  部 底部に縄文LR 有 赤褐色 褐 色 ○

6-28 SB 8覆土 深 鉢 口縁部 縄文RL、 円形刺突、日唇部に刻み 鉦
小

灰褐色 鈍い黄褐 ○

6-29 SB 8覆土 深 鉢 月同 音6 縄文LR 有 暗赤褐色 褐色 ○

6-30 SB 8覆土 深 鉢 1同  音6 RL・ LRの羽状縄文 微 量 鈍い黄褐 褐色 ○

6-31 SB 8覆土 深 鉢 月同 音6 半裁竹管(C) 征
小

暗赤褐色 暗赤褐色 ○

8-1 SB23 床 深 鉢 口 ～ 胴
細身で円筒形の深鉢、縄文LR
口径19.0/器高(21.0)/底 径 一 cm

鉦
小

暗褐色 灰褐色 ○

8-2 SB23 床 深 鉢 完  形
縄文LRと RL崩れた羽状構成

口径17.0/器高17.6/底径8.Ocm
生
小

鈍い黄褐 赤褐色 ○

8-3 SB23 床 深 鉢 胴～底
半裁竹管による条痕様の文様

口径 ― /器高(12.8)/底 径10.4cm
有 橙 鈍い黄褐 ○

8-4 SB23 床 深 鉢 月同 音6
縄文RLと LR崩れた羽状構成

口径 ― /器高 (35.2)/底 径 ― cm
有 鈍い赤褐 赤褐色 ○

8-5 SB23覆土 深 鉢 】同 音Ь
原体の長い縄文RL
口径 一 /器高(29.2)/底 径 一 cm

鉦
小

鈍い褐色 橙 ○

8-6 SB23覆土 深 鉢 口 ～ 胴 縄文 LR、 緩い波状 口縁 有 鈍い黄褐 褐色 ○

9-1 SB23覆土 深鉢 口縁部 半裁竹管(a)、 縄文RL 有 鈍い黄褐 鈍い黄褐 ○
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図版

番号
出土地点 器 種 部 位 器 形 お よ び 文 様 繊 維

色  調 焼
　
成

備 考
外 面 内  面

9-2 SB23覆土 深 鉢 口縁部 半裁竹管(a)、 縄文LR 有 鈍い褐色 鈍い褐色 ○

9-3 SB23覆土 深 鉢 口縁部
半裁竹管(C)、 地文にRLと LRの 羽状

縄文
微 量 鈍い赤褐 赤褐色 ○

9-4 SB23覆土 深 鉢 口縁部 半裁竹管(C)、 地文に縄文RL 有 橙 明褐色 ○

9-5 SB23覆土 深 鉢 口腸t音 6 半裁竹管(C) 微量 明褐色 明褐色 ○

9-6 SB23覆土 深 鉢 口縁さ音6 半裁竹管(C)、 縄文LR 有 灰褐色 灰褐色 ○

9-7 SB23覆土 深 鉢 口縁部 半裁竹管(e) 有 褐色 鈍い黄褐 ○

9-8 SB23覆土 深 鉢 口縁部 半裁竹管(a)、 日縁部は縦方向 微量 鈍い褐色 褐 色 ○

9-9 SB23覆土 深 鉢 月同 音番 半裁竹管(C)、 縄文RL 有 橙 橙 ○

9-10 SB23覆土 深鉢 月同 音6 RLと LRの羽状縄文 有 明黄褐色 灰黄褐色 ○

9-11 SB23覆土 深鉢 口縁部 縄文LR 有 鈍い黄褐 鈍い黄褐 ○

9-12 SB23覆土 深鉢 月同 音6
半裁竹管による平行沈線 2組、櫛に

よる沈線で渦巻きを描 く
有 灰褐色 褐色 ○

9-13 SB23覆土 深 鉢 口縁部 半裁竹管(a)、 崩れた菱形構成 ? 鉦
小

鈍い黄褐 鈍い黄褐 ○

9-14 SB23覆土 深鉢 口縁部 半裁竹管(a) 征
小

鈍い黄褐 鈍い黄褐 ○

9-15 SB23覆土 深鉢 月同 音6 櫛状施文具による沈線十刺突 征
小

鈍い褐色 鈍い黄褐 ○

9-16 SB23覆土 深鉢 月同 音6 半裁竹管(b)十 櫛の刺突で菱形構成 征
小

鈍い褐色 黒褐色 ○

9-17 SB23覆土 深鉢 月同 音6 半裁竹管(C)、 LRと RLの羽状縄文 猛
小

褐色 褐 色 ○

9-18 SB23覆土 深鉢 口縁部 縄文RL 征
小

橙 橙 ○

-19 SB23覆土 深鉢 口縁部 節の大 きな縄文RL 征
小

褐色 褐 色 ○

9-20 SB23覆土 深鉢 口縁部 半裁竹管(C) 有 明黄褐色 鈍い黄褐 ○

9-21 SB23覆土 深 鉢 口縁部
半裁竹管(C)十 連続爪形文、口縁部波

状
有 鈍い黄褐 赤褐色 ○

9-22 SB23覆土 深鉢 口縁部 半裁竹管(a)、 口唇刻み 鉦
小

黒褐色 黒褐色 ○

9-23 SB23覆土 深 鉢 月同音Ь
半裁竹管(C)、 地文にLRと RLの羽状

縄文
征
小

鈍い黄褐 鈍い黄褐 ○

9-24 SB23覆 土 深 鉢 月同音6 半裁竹管(C)、 ふ牧 RLの磨消縄文、赤彩 征
小

鈍い赤褐 褐 色 ○

9-25 SB23覆土 深鉢 口縁部
連続爪形文、刺突列、半裁竹管によ

る平行沈線、口唇部に刻み
鉦
小

灰黄褐色 灰黄褐色 ○
搬入

`北
白川

下層II式

10-1 SK l 床 深鉢 口縁部 半裁竹管(a) 微 量 褐色 鈍い黄褐 ○

10-- 2 SK l覆土 深鉢 口縁部 LRo RLの 羽状縄文 有 鈍い黄褐 鈍い黄褐 ○

10--3 SK l 床 深鉢 口縁部 半裁竹管(a) 征
小

灰黄褐色 褐 色 ○
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図版

番号
出土地点 器種 部  位 器 形 お よ び 文 様 繊 維

色  調 焼
　
成

備 考
外  面 内 面

10--4 SK l覆土 深 鉢 口縁部 半裁竹管(a) 生
小

鈍い黄橙 鈍い黄橙 ○

10--5 SKl覆土 深 鉢 底  部 縄文LRoRLの 羽状縄文 征
小

赤褐色 赤褐色 ○

11--2 SK 2覆土 深 鉢 口錫t音

`

縄文LR 有 褐色 褐 色 ○

11-3 SK 2覆 土 深 鉢 口縁部 半裁竹管(a) 征
小

灰褐色 灰褐色 ○

11--4 SK 2覆 土 深 鉢 月同 音Ь 半裁竹管(a) 征
小

鈍い黄橙 鈍い黄橙 ○

12-1 SK19覆 土 深 鉢 口縁部 網 目状撚糸文 有 灰黄褐色 灰黄褐色 ○

12-2 SK19覆 土 深 鉢 口縁部 半裁竹管(C) 有 鈍い黄褐 鈍い黄褐 ○

12--3 SK19覆 土 深 鉢 口縁部 半裁竹管(d) 有 明褐色 明褐色 ○

12--4 SK19覆 土 深 鉢 月同 音6 半裁竹管(e)、 縄文LRoRLの 羽状縄文 微 量 明褐色 明褐色 ○

12--5 SK19覆 土 深 鉢 口縁部 半裁竹管(a) 鉦
小

鈍い黄褐 黄褐色 ○

12T-6 SK19覆土 深 鉢 口縁部 半裁竹管(a)菱形構成 征
小

鈍い褐色 鈍い褐色 ○

12-7 SK19覆 土 深 鉢 口 ～ 胴 半裁竹管(e)、 縄文LRoRLの 羽状縄文 盤
小

鈍い橙 鈍い橙 ○

13-- 1 SK21 床 深 鉢 口 ～ 胴

連続爪形文、刺突列、半裁竹管による平行沈

線、縄文LRoRLの羽状縄文、口需 聞こ亥1み

口径24.4/器高(19.8)/底径 一 cm

征
小

鈍い黄褐 黒褐色 ○

搬入 :

北白川下

層Ⅱ式

14-1 SK24 床 深 鉢 口 ～ 胴 波状口縁、日縁にタガ状の隆帯、特殊な結節 有 褐 色 褐 色 ○

14--2 SK24 床 深 鉢 口縁部 縄文RL、 緩い波状口縁、口需 Ьに刻み 有 灰黄褐色 暗褐色 ○

14--3 SK24 床 深 鉢 :同  音5 特殊な結節の縄文 有 灰黄褐色 黄褐色 ○

14--4 SK24 床 深 鉢 口縁部 指頭圧痕残る 有 黒褐色 鈍い黄橙 ○

15-1 遺構外 深 鉢 口 ～ 胴
半裁竹管(a)、 縄文LR o RLの羽状縄

文、口唇部に 2つの突起
有 灰褐色 褐色 ○

15--2 遺構外 深鉢 月同 音Ь コンパス文、縄文LRPRLの羽状縄文 微 量 鈍い黄褐 褐 色 ○

15--3 遺構外 深 鉢 口縁部 半裁竹管(C)+半裁竹管(e)、 波状口縁 有 褐 色 鈍い黄褐 ○

15--4 遺構外 深 鉢 口縁音5
半裁竹管(a)、 縄文LR o RLの羽状縄

文、頚部無文帯、波状口縁
有 黒褐色 鈍い黄橙 ○

15--5 遺構外 深 鉢 口縁部 半裁竹管(d)、 縄文RL 有 鈍い黄橙 黒褐色 ○

15--6 遺構外 深 鉢 口縁部 半裁竹管(e) 微量 鈍い黄橙 鈍い黄橙 ○

15- 7 遺構外 深 鉢 口縁部
半裁竹管(a)、 縄文LRo RLの羽状縄

文、緩い波状口縁
微量 黒褐色 暗褐色 ○

15--8 遺構外 深 鉢 口縁部
半裁竹管(C)、 半裁竹管による平行沈

線、縄文RL
微量 鈍い黄橙 鈍い黄橙 ○
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図版

番号
出土地点 器 種 音Ь 准主 器 形 お よ び 文 様 繊 維

色  調 焼
　
成

備 考
外  面 内  面

15-9 遺構外 深 鉢 口縁部 連続爪形文、突起 有 鈍い褐色 褐色 ○

15--10 遺構外 深 鉢 口縁部 半裁竹管(e) 有 橙 橙 ○

15--11 遺構外 深 鉢 口縁部
櫛による連続刺突、縄文LRoRLの 羽

状縄文
征
小

黒褐色 黒褐色 ○

15--12 遺構外 深鉢 口縁部
半裁竹管による平行沈線+爪形文

(半裁竹管cと は違う)、 波状口縁
征
小

鈍い黄橙 鈍い黄橙 ○

15--13 遺構外 深鉢 口縁部
半裁竹管(a)、 円形刺突、

日唇音6に 刻み
盤
小

鈍い黄橙 鈍い黄橙 ○

15--14 遺構外 深鉢 口縁部
半裁竹管(a)菱形構成、隆帯上に連続

刺突、縄文LRo RLの 羽状縄文
征
小

灰黄褐色 鈍い黄橙 ○

15--15 遺構外 深鉢 口縁部 半裁竹管(d)、 波状口縁 征
小

鈍い黄褐 鈍い黄褐 ○

15--16 遺構外 深鉢 口縁部
半裁竹管(b)、 肋骨文ふうの沈線、縦の

隆帯、口唇部に刻み、裏面に半裁竹管 C)
生
小

褐 色 赤褐色 ○

15--17 遺構外 深鉢 口縁部 半裁竹管(b)、 肋骨文、波状口縁 生
小

鈍い黄橙 鈍い黄橙 ○

15--18 遺構外 深鉢 口縁部 半裁竹管(d)、 波状口縁 鉦
小

鈍い褐色 鈍い褐色 ○

15--19 遺構外 深鉢 月同 音6 半裁竹管(C) 征
小

黒褐色 褐色 ○

15--20 遺構外 深鉢 口縁部 折 り返 し口縁、刻みのある隆帯、穿孔 征
小

明黄褐色 明黄褐色 ○

15-21 遺構外 深鉢 月同 音6 磨消縄 :丈RL 征
小

黒褐色 褐 色 ○

15--22 遺構外 深鉢 月同 音6 磨消縄文LR 鉦
小

黒褐色 褐 色 ○

15--23 遺構外 深鉢 月同 音Ь
半裁竹管による平行沈線十櫛による

7局巻 き、 縄:丈RL
征
小

鈍い黄橙 鈍い黄橙 ○

15--24 遺構外 深鉢 月同  音Ь 半裁竹管(C) 征
小

褐色 褐 色 ○

15--25 遺構外 深鉢 月同 音Ь 半裁竹管(C) 征
小

褐色 褐色 ○

15--26 遺構外 深鉢 月同 音6 半裁竹管(C) 鉦
小

褐色 褐色 ○

15--27 遺構外 深鉢 月同 音6 半裁竹管(C)、 磨消縄文LR 鉦
小

赤褐色 赤褐色 ○

19-- 1 遺構外 深鉢 月同 音6 縄文RL、 沈線 征
小

明褐色 明褐色 ○

19--2 遺構外 深鉢 月風 音Ь 縄文LRo RL 生
い

明黄褐色 明黄褐色 ○

19--3 遺構外 深鉢 口縁部 縄文LR 鉦
小

鈍い褐色 鈍い褐色 ○

20-- 1 遺構外 深鉢 口縁部 波状口縁、細密条痕 征
小

明褐色 明褐色 ○

20--2 遺構外 深鉢 □縁部 波状口縁、浮線文、日外帯 鉦
小

褐色 暗赤褐色 ○

20--3 遺構外 深 鉢 口縁部 波状口縁、浮線文 生
小

鈍い黄橙 灰黄褐色 ○

20--4 遺構外 深鉢 口縁部 波状口縁、無文の粗製土器 征
小

鈍い黄橙 灰黄褐色 ○
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2 四日市遺跡 D地区 縄文時代石器観察結果一覧表 (図版掲載イ団体のみ)

図版

番号
出土地点 器  種 材  質

法 二
里

特 記 事 項
長 さcm 幅cm 厚 さcm 重量 g

5-13 SB 7覆土 石 匙 頁 岩 5.5 14.0 片刃 。つまみ部 2ケ

5-14 SB 7覆土 石 匙 頁 岩 14.0 片 刃

5--15 SB 7覆土 石 匙 頁 岩 片 刃

5-16 SB 7覆土 石 匙 赤チャー ト 片刃 。つまみ部欠損

5-17 SB 7覆土 石 鏃 黒燿石 凹基

5-18 SB 7覆土 敲・磨石 安山岩 16.5 510.0

5-19 SB 7覆土 磨 石 花同岩 11.4 595.0

7-1 SB 8覆土 石 鏃 黒耀石 2.2 平 基

7-2 SB 8覆土 石 匙 頁 岩

7-3 SB 8覆土 刃  器 黒燿石

7-4 SB 8 床 敲 石 玄武岩 280.0 縁辺の潰れが著 しい

7-5 SB 8覆土 祗 石 砂 岩 10.0 側面 も使用

7-6 SB 8覆土 打製石斧 玄武岩 83.0 刃部の磨耗著 しい

7-7 SB 8覆土 敲 。磨石 花同岩 10.8 425.0 側面に敲打痕

7-8 SB 8 床 石  皿 花同岩 23.0 10.0 980.0 半欠

9-26 SB23覆土 石  匙 頁 岩 10.0 両 刃

9-27 SB23覆土 石 鏃 黒燿石 凹基 。先端部欠損

9-28 SB23覆土 石 鏃 黒耀石 凹基 。かえし部欠損

9-29 SB23覆土 石  匙 頁 岩

9-30 SB23覆土 石  匙 頁 岩 21.0 片刃 。つ まみ 2ケ P

9-31 SB23覆土 石 錐 頁 岩 13.0

11- 1 SK 2覆土 石  皿 花商岩 37.5 26.3 11.4 13.7kg 完形

15--28 遺構外 石 鏃 黒耀石 凹基 。かえし部欠損

15--29 遺構外 石 鏃 頁 岩 凹基

15--30 遺構外 石 鏃 黒耀石 凹基

15--31 遺構外 石 鏃 頁 岩 凹基

15--32 遺構外 石 鏃 黒燿石 凹基
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図版

番号
出土地′貞 器  種 材  質

法
特 記 事 項

長 さcm 幅cm 厚 さcm 重量 g

15--33 遺構外 石 鏃 頁 岩 凹 基

15--34 遺構外 石  鏃 黒燿石 かえし部欠損

15-35 遺構外 石  鏃 黒燿石 凹基

15--36 遺構外 石 錐 頁 岩

15--37 遺構外 石 錐 頁  岩 2.7

15--38 遺構外 石 鏃 黒燿石 凹基 。先端部欠損

15--39 遺構外 石 匙 頁 岩 0.3 両 刃

16-1 遺構外 石 匙 砂 岩 10.5 片 刃

16-2 遺構外 石  匙 頁 岩 22.0 片 刃

16--3 遺構外 石  匙 頁 岩 片 刃

16--4 遺構外 石 匙 頁 岩 片 刃

16--5 遺構外 石  匙 頁 岩 片 刃

16--6 遺構外 石  匙 頁 岩 12.0 片刃

16-7 遺構外 石  匙 赤チャー ト 12.0 縦型・片刃  欠損

16--8 遺構外 横刃型石器 砂 岩 44.0 片 刃

16-9 遺構外 石 匙 頁  岩 縦型 。片刃

16--10 遺構外 横刃型石器 玄武岩 81.0 両 刃

16--11 遺構外 サイドスクレイパー 砂  岩 3.5 35.0 自然面を残す

16--12 遺構外 打製石斧 玄武岩 58.0 片刃 。欠損

16--13 遺構外 打製石斧 玄武岩 50.0 両 刃

16--14 遺構外 打製石斧 玄武岩 78.0 両 刃

17-1 遺構外 打製石斧 玄武岩 12.0 192.0 自然面残す 。刃磨耗

17二 2 遺構外 打製石斧 玄武岩 10.7 114.0 両刃

17-3 遺構外 打製石斧 玄武岩 11.1 122.0 両 刃

17- 4 遺構外 打製石斧 玄武岩 40.2 135.0 両 刃

17--5 遺構外 打製石斧 玄武岩 12.2 5.5 160.0 両刃 。刃磨耗著 しい

17--6 遺構外 磨製石斧 蛇紋岩 107.0 両 刃

17-7 遺構外 磨製石斧 チャー ト 21.8 630.0 両刃 。刃磨耗著 しい
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図版

番号
出土地点 器  種 材   質

法

特 記 事 項
長 さcm 幅cm 厚 さcm 重量 g

17--8 遺構外 磨製石斧 チャー ト 10.2 160.0 刃部欠損

17--9 遺構外 磨製石斧 チャー ト 10.9 254.0 両刃・欠損

17--10 遺構外 磨製石斧 チャー ト 22.0 刃部欠損

17-11 遺構外 磨製石斧 チャー ト 13.0 262.0 刃部欠損

17--12 遺構外 磨製石斧 チャー ト 284.0 片刃 。刃部欠損

17--13 遺構外 磨  石 花同岩 11.0 290.0

17--14 遺構外 軽石製品 軽 石 12.0 全体形不明

17--15 遺構外 軽石製品 軽 石 全体形不明

18- 1 遺構外 央状耳飾 り 滑石 ? 19.0 補1参子Lあ り 欠損

18--2 遺構外 央状耳飾 り 滑  石 12.0 半欠

3 四日市遺跡 D地区 古代土器観察結果一覧表

番号 出土地′点 器 種 種  類 色  調 胎   土 製作技法の特徴
法  量

残存率
口径 底径 器 高

29- 1 SB2覆土 婉 灰釉陶器 灰 色 ロクロ

29--2 SB 2竃 内 皿 B 赤彩土器 明赤褐色
内外面にベン

ガラ付着
ロクロ、内外面に赤彩痕 11.6 2/3

29--3 SB 2覆土 不 A 黒色土器A 明赤褐色
ロクロ、底部糸切

内)黒色処理
12.2

29--4 SB 2竃 内 皿 B 土師器 暗褐色
ロクロ

内)暗文 5条
12.0 2/3

29--5 SB 2覆土 婉 黒色土器A 明黄褐色
ロクロ、底部糸切

内)黒色処理、暗文 6条
14.6 1/2

29--6 SB 2覆土 不 A 黒色土器A 明黄褐色
ロクロ

内)黒色処理、縦方向ミガキ
14.4

29-7 SB 2覆土 鉢 黒色土器A 明黄褐色
ロクロ

内)黒色処理、横方向ミガキ
17.2

29--8 SB 2覆土 不 A 土師器 鈍い黄褐
ロクロ、底部糸切

内)縦方向 ミガキ
13.4 2/3

29--9 SB 2覆土 不 A 土師器 鈍い黄褐
ロクロ、底部糸切、表面

調整荒い
13.0 3/4

29--10 SB2覆土 不 A 黒色土器A 鈍い黄橙
ロクロ

内)黒色処理
12.0

32--1 SB 5覆土 不 A 軟質須恵器 黄灰色 ロクロ 13.6 1/5

32--2 SB 5覆土 皿 A 土師器 明黄褐色
白雲母を多く

含む
ロクロ 76

32--3 SB 5覆土 皿 A 土師器 暗褐色
白雲母を多く

含む
ロクロ
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番号 出土地点 器種 種 類 色 調 胎   土 製作技法の特徴
法  量

残存率
回径 底 径 器 高

33--1 SB 6 床 長頸壷A 須恵器 青灰色
白色粒子を多く含

む、断面は褐色
ロクロ 10.4 3/4

34-1 SB 6覆土 婉 黒色土器A 明褐色
ロクロ

内)黒色処理
15。 6 1/6

34--2 SB 6 床 婉 黒色土器B 里
（

白雲母'チ ョウ石

砂粒を極多く含む

ロクロ

内外面黒色処理
14.4 3/4

20-- 1 SB 9覆土 不 D 須恵器 灰 色 ロクロ 丸底 九

20-2 SB 9 床 不 D 土師器 明黄褐色
砂粒を多 く含

む

タト)体～底部箆削り、日縁部横ナデ
内)黒色処理、横箆 ミガキ

13.6 丸底

20-3 SB 9覆土 甕 土師器 黒褐色
外)箆削 り

内)ハケ調整
5.2

20-4 SB 9 床 高不 土師器 橙
砂粒を多く含

む

外)口縁音

`横

ナス 脚接合部箆削り

内)黒色処理、横箆 ミガキ
25.4

20-5 SB9 床 甕 土師器 明赤褐色
白。赤色粒子

を含む

外)ナデ、底部木葉痕

内)ハ ケ調整
10.4

31-1 SB10 床 広口瓶 灰釉陶器 オリブ灰 ロクロ 11.6

31--2 SB10 床 婉 灰釉陶器 オリブ灰 ロクロ 14.2

31--3 SB10 床 婉 灰釉陶器 オリブ灰 ロクロ 13.0 1/4

31--4 SB10覆土 婉 お表米由鷺旬署詈 明緑 。橙 1/5

31-5 SB10 床 婉 灰釉陶器 オリブ灰 ロクロ

31--6 SB10床 直 婉 緑釉陶器 暗緑

31-7 SB10 床 坑 黒色土器 B 里
小

ロクロ、底部糸切、州 黒色処

理、横ミガキ 内)黒色処理
18.0

31-8 SB10 床 不 A 黒色土器A 里
小

ロクロ、底部糸切、外面の黒色部分多
いが一部黄褐色 内)黒色処理

12.2 5.2

31--9 SB10覆土 不 A 黒色土器A 褐色
チョウ石 を多

く含む

ロクロ、底部糸切

内)黒色処理
11.6

31--10 SB10 床 不 A 黒色土器A 褐 色
ロクロ、底部箆切

内)黒色処理
11.6 3/4

31--12 SB10 床 不 A 黒色土器A 明赤褐色
白雲母。チョウ

石を多く含む

ロクロ、底部糸切

内)黒色処理
12.6 一

九

31--13 SB10 床 不 A 黒色土器A 褐色 ロクロ、底部糸切 13.0

31--14 SB10 床 不 A 黒色土器A 明褐色
チョウ石を多

く含む

ロクロ、底部糸切

内)黒色処理
14.4

31--15 SB10 床 不 A 黒色土器A 鈍い黄褐
ロクロ、底部糸切

内)黒色処理
12.8

31--16 SB10 床 不 A 黒色土器A 褐 色
白雲母。

チョウ石

ロクロ、底音6箆切

内)黒色処理
12.8
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番号 出土地点 器 種 種 類 色 調 胎   土 製作技法の特徴
法   量

残存率
口径 底径 器 高

31-17 SB10 床 不 A 黒色土器A 鈍い黄褐
ロクロ、底部糸切

内)黒色処理
12.2 7E3

31--18 SB10 床 不 A 黒色土器A 鈍い黄褐
ロクロ、底部糸切

内)黒色処理、 5条暗文
11.8 2/3

31--19 SB10覆土 不 A 黒色土器A 鈍い橙
チョウ石 を多

く含む

ロクロ、底音Ь箆切

外)底部付近箆削り、墨書「 ?」

内)黒色処理、縦 ミガキ

10.4

31--20 SB10 床 不 A 黒色土器A 鈍い黄褐
赤色粒子を多

く含む

ロクロ、底部糸切、「墨書 ?」

内)黒色処理
13.0

31-21 SB10 床 不 A 黒色土器A 鈍い褐色

ロクロ、底部箆切

外)墨書「 ?」

内)黒色処理、暗文 4条
13.0 2/3

31--22 SB10 床 不 A 黒色土器A 鈍い黄褐

ロクロ、底部糸切

外)墨書「田上」

内)黒色処理、暗文 4条

31--23 SB10 床 不 A 黒色土器A 鈍い褐色
砂粒を多 く含

む

ロクロ、底部糸切

外)墨書「田上」

内)黒色処理、暗文

13.3

31-24 SB10 床 坑 黒色土器A 明黄褐色
白雲母を多く

含む

ロクロ底音Ь糸切

外)口 縁部付近黒色

内)黒色処理、口縁付近横ナ

ス 5条暗文、丁寧なミガキ

12.6 7E3

31--25 SB10 床 盤BI 黒色土器A 鈍い褐色

ロクロ、底音6糸切

内)黒色処理、 5条暗文、
日縁端部横ナデ

15.6 2/3

31--26 SB10 床 坑 黒色土器A 明赤褐色
ロクロ、底部糸切

内)黒色処理
13.6

31--27 SB10 床 不 A 土師器 赤褐色
白雲母を多く

含む
ロクロ、底音Ь糸切 12.2

31--28 SB10覆土 不 A 土師器 鈍い黄橙

チョウ石・赤

色粒子を多く

含む

ロクロ、底部箆切 12.0 7E3

31--29 SB10覆土 不 A 土師器 鈍い黄橙
ロクロ、底部糸切、ゆが

みあり
12.1

31--30 SB10 床 不 A 土師器 橙
赤 。黒色粒子

を多く含む

ロクロ、底部糸切、日縁

端部に煤
12.0 2/3

31--31 SB10 床 不 A 土師器 明赤褐色
白雲母を多く

含む
ロクロ、底部糸切 11.6

31--32 SB10 床 不 A 土師器 明褐色
白雲母を多く

含む

ロクロ、底部糸切

外)墨書「万」
13.2

31--33 SB10 床 不 A 土師器 鈍い黄褐
チョウ石 を多

く含む

ロクロ、底音Ь糸切

外)墨書「万」
11.6

31--34 SB10 床 盤BI 土師器 明褐色

白雲母・赤色

粒子を多く含

む

ロクロ、底部糸切、高台
の接合痕残る、墨書土器
｀
「万」

14.3

31--35 SB10 床 盤AI 土師器 鈍い黄橙

ロクロ、底部糸切

外)墨書「田上」

内)暗文6条、口縁端部ナデ

13.4 一
九

31--41 SB10 床 耳皿 土師器 鈍い黄橙 ロクロ、厘烏音6糸切 3/4
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番 号 出土地点 器 種 種  類 色 調 月台   土 製作技法の特徴
法  量

残存率
口径 底 径 器 高

31--43 SB10竃 内 甕 土師器 褐 色

白雲母、チ ョ

ウ石 を多 く含

む

輪積成形 外)胴下半部ハ

ケ調整、上半部ナデ調整

内)ナ デ調整

15.7

34-1 SBll 床 不 A 黒色土器A 明赤褐色
チョウ石 を多

く含む

ロクロ、底部箆削 り

内)黒色処理、縦 ミガキ
17.4 4/5

36--1 SB12 床 不 A 黒色土器A 鈍い褐色
ロクロ、底部糸切、墨書土器「?」

内)黒色処理

36--2 SB12 床 皿 A 土師器 橙
ロクロ、底部糸切、内外

面に煤が付着
2/3

36--3 SB12 床 皿 A 土師器 鈍い橙 ロ クロ、底部糸切 2/3

32-1 SB13 床 不 A 黒色土器A 褐 色
赤色粒子を多

く含む

ロクロ、底部糸切

内)黒色処理、縦方向 ミガ

キ、日縁付近横 ミガキ

13.2

32-2 SB13 床 皿 土師器 明赤褐色 ロクロ、底部糸切 2/3

32-3 SB13 床 不 A 黒色土器A 鈍い黄橙

ロクロ、底部糸切 内)黒

色処理、日縁部付近横ナ

デ、5条暗文、丁寧なミガキ

12.4 2/3

22--1 SB16 床 甕 土師器 褐色
砂粒を多く含

む

外)胴部箆削 り、内面荒れ

調整不明
26.0 22.5

22--2 SB16 床 甕 C 土師器 赤褐色
外 )月同音6箆肖Jり

内)ナ デ
18.4 10.8

22--3 SB16 床 甕A 土師器 明赤褐色
外)ナ デ 内)ハ ケ調整十ナ

デ、胴部は意図的欠失か ?
18。 2

22--4 SB16 床 Jヽ型甕B 土師器 黒褐色
雲母を多く含

む

外)胴部ハケ調整、日縁～

頸部・及び底部付近ナデ

内)ナ デ ゆがみあり

12.8 19.4 一九

22--7 SB16 床 小型甕C 土師器 鈍い褐色
砂粒を多く含

む

外)胴部箆削 り、日縁～頸

部ナデ

内)ハ ケ調整の後 ミガキ

15.6 10.3

22-8 SB16 床 小型甕C 土師器 赤褐色
長石 。白雲母

を含む

外)胴部箆削 り、外面荒れ

ている

内)ハ ケ調整十ナデ

13.8 12.6 2/3

39--1 SB17床 不 A 黒色土器A 明褐色

白雲母、チョ

ウ石を多く含

む

ロクロ、底部糸切十底部

付近箆削 り

内)黒色処理

12.4

39-2 SB17 床 不 A 黒色土器A 灰黄褐色

ロクロ、底部 とその付近

箆削 り 内)黒色処理、暗

文、縦 ミガキ

11.2 3/4

39--3 SB17床 不 A 黒色土器A 鈍い黄橙
砂粒を多く含

む

ロクロ  内)黒色処理、

大ぶ りな暗文
15.4 2/3

39-4 SB17 床 不 A 黒色土器A 橙
砂粒を多く含

む

ロクロ、底部箆削 り

内)黒色処理、暗文 4条
12.2

23- 1 SB18 床 皿 土師器 明赤褐色
手づ くね 外)胴部箆削

り、底部箆削 り

23--2 SB18 床 鉢 土師器 鈍い黄褐
チョウ石を多

く含む

外)胴部箆削 り、日縁横ナ

デ、底部箆削 り

内)ミ ガキ

23--3 SB18 床 鉢 土師器 褐色
砂粒を多く含

む

外)胴部～底部箆削 り、日

縁～頸部横ナデ 内)横ナ

デ、内部に甕の破片充損

11.4 11.0 4/5
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番号 出土地′点 器 種 種  類 色 調 胎   土 製作技法の特徴
法  量

残存率
口径 底径 器高

23--4 SB18 床 イヽ型甕C 土師器 暗赤褐色
外)月同音6箆肖Jり

内)ミ ガキ
10.4 10.6

23--5 SB18 床 鉢 土師器 明赤褐色
チョウ石 を多

く含む

外)胴部～底部箆削 り

内)ハ ケ調整
12.1

23--6 SB18 床 甕 土師器 黄褐色
砂粒を多 く含

む

外)月同音Ь箆肖Jり

内)ハ ケ、日縁付近ナデ
17.5 23.5 4/5

23--7 SB18 床 甕 A 土師器 灰黄褐色 内)ハ ケ十ナデ 23.0 21.0

24-1 SB19 床 無頚壷 土師器 赤褐色
赤色粒子を多

く含む

外)胴部箆 ミガキ、日縁部

付近器面荒れている

内)ナデ

14.2 2/3

24-2 SB19覆土 小型甕 土師器 暗褐色 胴部意図的に欠失か ? 12.6

24-3 SB19 床 甕 土師器 赤褐色
チョウ石 を多

く含む

タト)月同音63置肖Jり 、遅裏音Ьにフト

葉痕

内)ハケ調整後丁寧なナデ

19.2 35.1

25-1 SB20 床 不 D 須恵器 灰色 ロクロ 11.4 丸底

25-2 SB20覆土 不 F
土師器

(黒色処理)

明褐色
チョウ石、白雲

母を多く含む

外)胴部～底部箆削り、胴

中位に陵  内)ミ ガキ
14.0 丸底

25-3 SB20 床 不 E
土師器

(黒色処理)

褐色

外)胴部～底部箆削 り

内)黒色処理 ミガキ、内面

に有段

14.0

25--4 SB20 床 不 F
土師器

(黒色処理)

褐色

外)月同音6箆肖1り 、底音6箆肖J

り、胴中位に陵

内)ミ ガキ

13.0 丸底 4/5

25--5 SB20 床 鉢 土師器 明褐色
チョウ石 を多

く含む

外)胴部～底部箆削 り、日

縁～頚部ナデ

内)ナデ

10.4 4/5

25-6 SB20 床 鉢 土師器 赤褐色

外)胴部～底部箆削 り、日

縁～頚部ナデ

内)胴部 ミガキ、頚部以

上ナデ

10.6

25-7 SB20 床 小型甕C 土師器 明褐色

外)胴部～底部箆削 り、口

縁～頚部ナデ

内)ハ ケ調整、黒色処理、

頚部 ミガキ

丸底 7E3

25--8 SB20 床 土師器 褐色
白雲母を多く

含む

外)胴部～底部箆削 り、日

縁～頚部ナデ

内)胴 部 ミガキ、頚部以

上ナデ

13.8 丸底 10.8 2/3

25--9 SB20竃付近 甕
土師器

(黒色処理)

鈍い赤褐

外)外面荒れていて調整

等不明、口縁部ナデ

内)ハ ケ調整十ナデ

14.8 16.8

25--10 SB20竃 内
土師器

(黒色処理)

褐色

外)胴部～底部箆削 り

内)黒色処理、ハケ調整十

ミガキ

12.4

25--11 SB20寵 内 坑
土師器

(黒色処理)

褐 色

非 ロクロ調整

外 )月同音6箆肖1り

内)ハ ケ調整 十ナデ

丸底

25--12 SB20 床 甕
土師器

(黒色処理)

鈍い橙

外)月同音6箆肖1り 、底部ンヽラ

肖Jり

内)ハケ調整後ナデ

19.6 25.4 一
九
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番号 出土地点 器種 種 類 色 調 胎   土 製作技法の特徴
法  量

残存率
口径 底径 器 高

22--1 SB21 床 不 D
土師器

(黒色処理)

明褐色

外)月同部箆肖Jり 、日縁音6ナ

デ

内)黒色処理、 ミガキ

10.6 5.5 一
九

22-2 SB21 床
土師器

(黒色処理)

褐 色
外)ミ ガキ

内)黒色処理、 ミガキ
丸底 4/5

26--1 SB22 床 不 F 土師器 暗褐色

外)陵以下箆削 り、その他
ミガキ

内)ミ ガキ

13.6 丸底 4/5

26--2 SB22 床 不 F
土師器

(黒色処理)

明赤褐色

外)陵以下箆削 り、日縁付

近ナデ

内)ナ デ

19.8

26--3 SB22 床 不 F
土師器

(黒色処理)

暗赤褐色

チョウ石、白

雲母を多く含

む

外)陵以下箆削 り、日縁付

近ナデ

内)ミ ガキ、黒色処理

13.2 丸底 4/5

26--4 SB22覆 土 鉢
土師器

(黒色処理)

赤褐色
チョウ石を多
く含む

輪積痕残る

内)ハ ケ調整
12.4

26--5 SB22 床 高不
土師器

(黒色処理)

明赤褐色
外)脚部箆削 り

内)黒色処理、 ミガキ
13.8 14.6

26-6 SB22 床 鉢
土師器

(黒色処理)

黄褐色

粘土帯巻 き上げの痕跡を

意図的に残す。内外面と

も丁寧な調整はなし。内

側底部付近ナデ、木葉痕、
口縁付近指頭圧痕

15.0 19.1 7E3

26--7 SB22 床
土師器

(黒色処理)

暗赤褐色
白雲母を多 く

含む

外)箆削 り、底部付近表面

荒れてお り不明

内)ハ ケ+ナ デ

10.4

26--8 SB22 床 小型甕C
土師器

(黒色処理)

鈍い黄褐

タト)月同音6箆肖Jり 、日縁4け近

ナデ

内)ハ ケ十ナデ

12.0 15.7

26-9 SB22 床 甕 C
土師器

(黒色処理)

橙
外)箆削 り

内)ハ ケ十ナデ
15.2 24.8

26--10 SB22 床 甕 B
土師器

(黒色処理)

赤褐色
チョウ石を多

く含む

輪積み成形

外)ハ ケ、底部木葉痕

内)ハ ケ

19.4 35.6 7E3

27-- 1 SB24 床 不 D
土師器

(黒色処理)

明黄褐色
外)底部付近箆削 り

内)黒色処理、 ミガキ
11.4

27--2 SB24 床 不 D
土師器

(黒色処理)

鈍い黄褐
外)底部付近箆削 り

内)黒色処理、 ミガキ
13.2

27--3 SB24 床 小型甕B 土師器 明赤褐色

外)胴部ハケ調整、底部及

び付近箆削 り

内)ハ ケ調整、口縁ナデ

12.1 12.7

27--4 SB24 床 鉢 土師器 鈍い赤褐
外)胴部箆削 り、日縁ナデ

内)丁寧なナデ
12.0 丸底 13.0

27--5 SB24 床 甕 A 土師器 黒褐色
白色粒子を含

む
輪積み成形後ナデ 16.1 26.1

27--6 SB24 竃 甕 C 土師器 明赤褐色
外)胴 部箆削 り、日縁ナ

デ  内)丁寧なナデ
15.8 22.5 一

九
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番号 出土地点 器 種 種  類 色  調 胎   土 製作技法の特徴
法  量

残存率
口径 底径 器 高

28-1 SB25 床 不 F 須恵器 灰 色 27-2と 同米占二L ロクロ調整 丸底

28--2 SB25 床 不 F 須恵器 灰 色 27-1と「司粘土 ロクロ調整 丸底

28--3 SB25覆土 不 F 須恵器 灰黄色 ロクロ調整、底部箆切 11.8

28--4 SB25覆土 不 D 土師器 明赤褐色
赤色粒子を含

む

タト)月同音Ь

`抱

肖Jり
内)ナデ

12.0

28--5 SB25覆土 不 E
土師器

(黒色処理)

鈍い黄褐 砂粒を含む 内)黒色処理、 ミガキ 21.4

28--6 SB25覆土 甕 土師器 鈍い黄褐
タト)月同音6箆肖lり

内)ナデ

28--7 SB25覆土 婉
土師器

(黒色処理)

黄褐色
外)箆削 り

内)黒色処理、 ミガキ
丸底

28--8 SB25覆土 甕 土師器 鈍い黄褐
外)ミ ガキ

内)ミ ガキ
14.3

28-9 SB25覆土 甕 F 土師器 鈍い黄橙
外)底部周辺箆削 り、他ナ

デ  内)ハ ケ

41-1 SK20 床 甕 土師器 暗赤褐色
外)箆削 り

内)ハケ
11.2 2/3

4 四国市遺跡 D地区 金属製品観察結果一覧表 (図版掲載個体のみ)

図版

番号
出土地点 器  種 材  質

法 旦
里

特 記 事 項
長 さcm 幅cm 厚 さcm 重量 g

30--11 SB2覆土 刀  子 鉄 14.0

31--42 SB2 床 鋤 先 鉄 20.5 16.5 450.0

38‐- 1 SB15 床 鎌 鉄 19.0 115.0

40--1 SB26 床 鎌 鉄 14.0 木質残る

42--1 遺構外 聖宋元宝 2.4

42--2 遺構外 明道元宝

※古代土器の器種分類は 長野県埋蔵文化財センターほか 1990『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 4

-松本市内その 1-総論編』を参照。
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1 縄 文 時代

(1)縄文時代前期前葉から中葉の土器群について

四日市遺跡D地区から出土する土器には縄文時代前期中葉の有尾式土器のほか、僅かに諸磯 a式・北白川

下層Ⅱ式土器などがみられ、前期中葉のある程度まとまった時期の遺物が検出された。

ここで四日市遺跡における過去の調査結果のなかから、前期の土器の情報を抽出してみよう。平成元年度

と5年度に発掘調査したA地区では「塚田式土器」 (下平・贄田1994)に 分類される可能性のある破片のほ

か、関山 I式土器や神之木式土器などが出土している (真田町教委1990・ 1996)。 また、平成 6年度に調査 し

たD地区に隣接するBoC地区では最も古い段階では概ね花積下層式前後にあたるとみられる資料が検出さ

れている。もっとも、BoC地区で主体的なのは関山 I式期の資料である。搬入品及び在地で製作された関

山 I式土器に伴い、平底で斜縄文や羽状縄文が施文される一群 と、尖底で無文あるいは種々の縄文が施文さ

れる一群がみられる。また、僅かではあるが、神之木式土器や有尾式土器、諸磯 a式土器などもみられる(真

田町教委1996)。

今回検出された資料はこれらに時間的に併行、または後続するものである。ここでは過去の調査結果をふ

まえて、四日市遺跡における縄文時代前期前葉から中葉の土器群について概観してみたい (第 48～ 58図、各

図中断面黒塗 りは含繊維土器)。

まず挙げられるのが、平成元年度発掘調査で検出された胎土に繊維を含む縄文施文の土器群である (第48

図)。 口縁部にタガ状の隆帯をめ ぐらす口縁部破片 (3・ 4)や、縄の側面圧痕と絡状体圧痕を交互に施文す

るもの (33)、 丸底となる底部の破片 (14)な どがみられる。時期は前期初頭に位置づけたい。四日市遺跡に

おける前期土器群の中でもっとも古い段階の土器であろう。

次にB地区20号住居址 (BSB20)出 土資料をみてみよう (第 49図 )。 上述した土器群 との間には、やや時間

差がある。1は 唯一形の分かる資料である。日縁部に 4単位の縦の隆帯を持ち、胴部にはRLの斜縄文が施文

される。胎土は微量の繊維を含み、チョウ石、セキエイが多く混入される。この住居址からは撚糸側面圧痕

を有する破片 (16、 17は 同一個体)や、著しく屈曲する口縁部破片 (18～ 21)が出土している。また、蕨手

状文と瘤状貼付文、足の短いループ文、コンパス文を有する破片 (22～ 27)や、尖底の底部破片 (14015)、

波状または平らの回縁で縄文施文のもの (3～ 10)、 無文のもの (11～ 13)な どがみられる。縄文のみ施文さ

れるものや無文のものの口唇部に刻みを有するものが多く見られるのも特徴の一つである。

次の時期にあたる資料は、B地区 2号住居址 (BSB 2)お よび17号住居址 (BSB17)、 C地区19号住居址

(CSB19)、 D地区24号土坑 (DSK24)出 土資料が挙げられよう。

BSB 2出 土資料 (第 50図)は完形資料が少ないが、蕨手状文や瘤状貼付文 (2・ 6・ 7・ 8)、 コンパス文

や短いループ文 (2～ 5、 9～ 11)、 附加条縄文あるいは正反の合の縄文が施文される土器 (12・ 13)、 縄文

(斜走・羽状)のみで文様が構成される深鉢 (16・ 17・ 2～ 23)、 器壁の薄い無文土器 (19020・ 24)な どが

みられ、ここでも著しく屈曲する口縁部破片 (18)が出土している。底部は平底のものと尖底のものが出土

している (15。 21)。 BSB17出 土資料 (第 51図 )は形の分かるものが多く、やはり蕨手状文や山形文、瘤状貼

付文、コンパス文、足の短いループ文、組紐文などが施文される土器 (1、 9010・ 13～ 5)と 、無文ある

いは縄文のみが施文される深鉢がある (7・ 8・ 12・ 16～ 20026)。 後者のなかには波状口縁を呈し、尖底に
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なると思われるもの (7・ 16～ 19。 26)も あり、器形が南信地域に分布の中心を有する中越式土器に酷似す

る。19に は附加条縄文あるいは正反の合の縄文が施文されている。このように糸電文の施文されるものは中越

式土器の影響を受け、在地の中で生成されてきた個体であろうか。CSB19出 土資料 (第52図)は 口縁部付近

がはっきりしないが、胴部以下の器形が円筒状となるもの(13)の ほか、縄文のみが施文されるもの (7～ 90

13)、 また、類例を知 らないが、口縁部に結束した縄を転がし、その直下に幅広の格子目文帯を有し、胴部は

羽状縄文 となるもの (14)が出土している。これは底部は欠失して不明であるが、尖底になると思われる。

また、胎土から搬入品とも思われるが、瘤状貼付文と梯子状沈線で文様が構成される口縁部の大破片もある

(10)。 正反の合、あるいは附加条縄文による羽状縄文を多用する傾向が見られ、蕨手状文や瘤状貼付文、コ

ンパス文、足の短いループ文などが施文される (1～ 6・ 10～ 12)。 深鉢は上げ底となるものが多い。また、

DSK24出土資料 (第 53図)は隆帯を持ち、口縁部が著しく屈曲する器形のもの (1)や、波状口縁 となり縄

文が施文されるもの (4)、 無文のもの (3)な どが出土している。 1や 4の器形の類例がBSB 2やBSB17で

出土している点、 1にみられる特殊な結節の縄文がやはりBSB17な どでみられることから、この段階に位置

づけた。

次にやや時期をあけるが、今回の調査で検出されたD地区 8号住居址 (DSB 8)や 19号土坑址 (DSK19)

出土資料が次の段階にあたると思われる。まず、DSB 8出 土資料をみてみよう(第54図 )。 形の分かる資料は

少ないが、この段階の多様な文様要素がうかがえる破片が出土している。文様は半裁竹管によるものがほと

んどで、口縁部～頚部までの文様が、

a)平行沈線のみ (13・ 17～ 19)

b)平行沈線と平行沈線に重ねて垂直刺突される爪形文の組み合わせ (1・ 2)

C)平行沈線に重ねて垂直刺突される爪形文のみ (3～ 6)

d)平行沈線と波状文の組み合わせ (14～ 16)

e)平行沈線とコンパス文の組み合わせ (第 55図 -7)

f)沈線十櫛状施文具による刺突列 (7～ 12・ 22)

g)波状文のみ (21)

といった文様構成がうかがえる。また、波状あるいは平縁で、羽状縄文や長い原体を用いた斜縄文が施文さ

れるものもある (23～ 27・ 29030)。 次にDSK19出土資料 (第 55図 )を みてみよう。形の分かる資料は深鉢の

口縁部～胴部の破片である。 4単位の緩い波状口縁を呈し、頂部から隆帯を垂下させる手法がみられる。文

様は半裁竹管によるもので、平行沈線、コンパス文、横方向に弧状の条痕様の文様を描 く。図化しえなかっ

たが胴部には羽状縄文が施文される。胎土に繊維は混入されない。ほかに文様がほぼ同様の構成をとるが、

隆帯を垂下させずに平行沈線を施文するもの (4)や、爪形文 (2)や網目状撚糸文 (1)を もつもの、平

行沈線で菱形を描 くもの (6)、 平行沈線と波状文の組み合わせ (3)な どが共伴している。

後続する資料はD地区23号住居址 (DSB23)、 それにB地区15号住居址 (BSB15)出 土資料があたる。D地

区21号土坑址 (DSK21)出 土資料も一応この段階に位置づけたい。DSB23出土資料 (第58図 )に は頚部で括

れる器形をとるもの (1・ 22)と 、逆台形の深鉢 (204・ 5・ 26)と がある。胎土に繊維を含むものと無

繊維のものがあり、半裁竹管による文様がみられるほか、羽状縄文や長い原体を用いた斜縄文が施文される

もの (4)がある。そのほか特徴的なものでは、口縁部に縦に平行沈線を施文する例がみられる (13)。 ま

た、胎土に繊維を含まず、円形刺突と前掲 (C)の爪形文の組み合わせ (29)や磨消縄文を用いるもの (30)

などがみられる。25・ 27の ように繊維を含んでいるものの、文様が諸磯 a式ふうのものもある。また、この
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第51図  B地区17号住居址出土土器 (S=1/6)

第52図  C地区19号住居址出土土器 (S=1/6)
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第56図  D地区21号土坑出土土器 (S=1/6)
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第58図  D地区23号住居址出土土器 (S=1/6)

住居址では北白川下層H式土器の破片 (31)が検出されている。BSB15出 土資料 (第 57図)は炉体土器とな

っていたほぼ完形の深鉢 (1)が出土しており、胎土に微量の繊維を含み、日縁部には平行沈線に重ねて垂

直刺突される爪形文、胴部にはLRの斜縄文が施文される。口縁部は波状を呈するようだ。ほかに胎土に繊維

を含まず、円形刺突と前掲 (C)の八形文や肋骨文をもつものなどがみられる (2・ 14)。 DSK21出土の北白

川下層Ⅱ式土器 (第 56図)であるが、DSB23で北白川下層Ⅱ式土器の破片が検出されており、この段階に位

置づけられるものと推定される。ちなみに塩尻市舅屋敷遺跡では菱形を呈する刺突列をもつ一群と北白川下

層 I式土器が共伴している。

以上、四日市遺跡における縄文時代前期前葉から中葉の土器群について概観してきた。資料が増え、遺跡

内での段階設定も考えたが、中部高地と周辺地域の編年との整合性に未だ検討の余地のあること、そして何

より筆者浅学ため、今回は見送った。先学の方々のご教示を請う次第である。いずれ稿を改めて、検討した

いと思う。

この稿を草するにあたり、働長野県埋蔵文化財センター・贄田明氏のご指導、ご助言を賜った。記して感

謝申し上げたい。
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(2)縄文時代前期の石器

① 石器組成

D地区の調査では石器関連資料 として、総数2,000点 を持ちかえってきた。遺構の時期及び包含層出土の土

器の様オロから前期中葉の資料が大部分を占めていると思われるが、必ずしもそれ以外の時期の石器が含まれ

ていないとは言い切れないのもまた事実である。しかし、それらを明確に分離するのは不可能であり、今回

は一括して考えることとしたい。また、その他にも石器組成論が抱える課題がいくつかあるが、ここではそ

れらを保留しておく。よって提示する石器組成はその点で一定の限界を内包するものであることを、予め承

知しておく必要がある。

まず、各器種の特徴をみてみよう。

石  鏃  52点 出土している。石材の利用状況は黒燿石が49点、頁岩が 3点 である。また、基部の形態

は凹基が46点、平基が 6点、凸基が 0点であった。

石  匙  29′点出土している。石材は頁岩がもっとも多 く使用され、黒燿石製のものが 1′点出土 してい

る。形態はいわゆる横型が25点、縦型が 4点 であった。

刃  器  44点 出土している。石材は多種多様であるが、黒燿石や頁岩がもっとも多 く使用されている。

ピエス・エスキーユ と思われるものもあったが、ここに含めた。ご容赦願いたい。

横刃型石器  7点出土している。石材は多種多様であるが、頁岩がもっとも多く使用されている。

石  錐  10点 出土している。凸基または平基の石鏃との区別が困難な個体があったが、そのようなも

のはすべてこちらに含めた。

打製石斧  33′点出土している。石材は玄武岩、頁岩が使用されている。形態はいわゆる短冊形のものと

撥形のものがみられる。B地区で出土したような錨形のものはみられない。   .

磨製石斧  22点 出土している。石材はチャー ト、玄武岩などが使用されている。いわゆる乳棒状磨製石

斧がほとんどで、 1′点のみチャー ト製の小型の磨製石斧が出土した。

磨  石  153′点出土している。石材は安山岩が使用されている。

祗  石  2点出土している。

石  皿  1′点の完形資料を含め、 4′点出土している。石材は安山岩が使用されている。

軽石製品  2点 出土している。用途は不明である。

前項で指摘したようにD地区は縄文時代前期中葉 。有尾式期の土器が主体的にみられる。よってここで例

示する数値は該期の石器組成の一端を表すものとして認識したい。そして、関山式期が主体となるBoC地

区の石器組成と比較し、両者の違いについてみてみたい。

まず、両地区とも食物加工具である石皿・磨石 (た たき石を含む)の割合が高いことが指摘できる。製品

の 3割以上を磨石が占める。ただ、住居址の数 (BoC地区 9軒・D地区 3軒)を考慮すると、特にD地区

の磨石の数の多さが目につき、ひとつの住居址から数′点の磨石が検出されるのも珍しくない。磨石は特に加

工を要さない安定供給される石器であったと言え、食物加工具としての役割から考えると、堅果類 (ド ング

リ、クリなど)を 主要な食物のひとつとして利用していたことがうかがえる。         |

また打製石斧や磨製石斧についても増加傾向がうかがえる。特に打製石斧はBOC地区では製品全体の2.6

%であったがD地区では7.3%と いう数値が出ている。また、磨製石斧はBoC地区では製品全体の3.5%で

あったがD地区では4.8%と いう数値が出ている。D地区ではチャー ト製のガヽ型の 1点 を除いて全て乳棒状磨

製石斧であり、BoC地区のものと比べると、大型のものが多い。これら石斧の増加傾向は根菜類または、木
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第59図  四 日市遺跡D地区の石器器種別構成

※その他には軽石製品 3、 映状耳飾り1、 独鈷石 1を含む

第60図  四 日市遺跡 BOC地 区の石器器種別構成

材の需要が増えたことと関連するのではないだろうか。

逆に現象傾向を指摘できるものに石鏃がある。石鏃についてはB・ C地区では製品全体の15。 1%だ ったの

に対し、D地区では11.5%で ある。石鏃が移動性の高い石器であることを考慮しても、減少傾向を指摘でき

よう。BoC地区では関山式期の集落ということで微小な石鏃の検出を意識して行ったせいもあろうが、時

期差と認識してもよいのではなかろうか。この石鏃の減少と先に触れた石斧の増加との間に何らかの関連が

あるのかもしれない。

また、本材その他のカロエ具としての石錐が減少傾向にあることもうかがえる。

ここで得られた石器組成がそのまま当時の生活形態を表すものと考えるのは性急であろうが、ひとつのサ

ンプルとして例示した。

② 2つのつまみを有する石匙について

今回の調査で最も興味深い出土品の一つに、 2つのつまみ部を有する石匙がある (第 61図 )。 2′点出土し、

1点はつまみが片方欠失しているが、もう1′点は完形品である。両者とも縄文時代前期中葉の住居tlL覆土か

らの出土である。このような石匙の類例は知らない。

石匙が名のとおりに「さじ・スプーン」の用途を持っていたとはとうてい思えない。動物解体具のみでは

なく、本や骨を削るといった機能も推定されており、また、「イネ科植物」の切断に使用された (御代田町教

委1994)と いう個体の報告もあり、多目的に使用された石器であるという意見が多い。現在ではつまみ部に

タールが付着している事例から、柄につまみ部を固定して使用したという使用法と、宮城県山王遺跡での出

土例から、つまみ部にひもを付けて腰に下げ、携帯用の万能ナイフとして使用されたのではないかという二

説が大勢を占めている。

ただしくこの2つの石匙については前者の使用法を考えたほうが都合がよい。おそらく二股に分かれてい

る柄に着装して使用したものではないだろうか。類例をご教示いただければありがたい。

③ 映状耳飾りについて

今回の2点 を含めて四日市遺跡では合計 4′点が出土している (第 62図 )。 何れも形 。大きさに違いがあり、

時間差を感じさせる。うち今回出土した 2′点 (1・ 2)は先に出土した 2′点に比べ、大きく、薄いという特

徴を持つ。材質は 1は 滑石であると思われるが、色、硬さから蛇紋岩などの可能性もある。 2は滑石製であ
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第61図  2つのつまみをもつ石匙 (S=2/3)
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第62図 四日市遺跡出土の決状耳飾り集成図 (S=1/2)

る。川崎保氏の映状耳飾 りの変遷図 (川 崎1994)に よればこの 2点の形態は前期中葉辺 りに位置づけられて

お り、D地区から主体的に出土している土器の時期 とも符合する。なお、 2点 とも遺構外からの出土である。

参考までに、過去に出土 した 2点 についても紹介 してお く。 3は B地区20号住居址からの出土である。滑

石製で半欠 している(真 田町教委1996)。 遺構は出土土器から前期初頭のものである。 4は C地区の遺構外出

土品である。やはり滑石製で、半欠している。
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2 古墳時代

今回の調査では古墳時代の遺構は後期の住居址 8軒 を検出した。四日市遺跡のこれまでの調査のなかでも

っとも多い検出数である。

遺物は住居址から良好な一括資料を得ることが出来た。古墳時代後期の鬼高式期のものと思われ、過去の

四日市での出土遺物よりは若干時期が古 くなると考えられる。前回、四日市遺跡B地区の報告で、古墳時代

後期の 4号住居址 (BSB 4)と 小諸市の宮ノ反A遺跡群竹花遺跡77号住居址 (小諸市教委1994)、 坂城町の南

条遺跡群東裏遺跡Ⅱ H18号住居t」L(坂城町教委1994)の 3つの住居址の土器組成について検討した (真田町

教委1996)。 比較対象とする3者には時間差が認められるが、いずれも古墳時代中期末～後期に属するもの

で、出土個体数が多く、当時の土器のセットをより忠実にあらわすものと考えられる。今回の調査で、各住

居址から良好な一括資料が出土したが、なかでも、22号住居址 (DSB22)出 土資料は当時の土器セットを考

える上で多様な器種が揃っている′点で興味深いものである (第 66図 )。

22号住居址出土資料は不の 2点を除いては、竃付近からの出土で、鉢、甕にいたってはおそらく竃を破壊

した後、入れ子状態で竃の焚き口に収納したことがうかがえ、興味深い。竃祭祀の一例 とみてもよいだろう

か。また、輸積み成形痕を意図的に残した鉢が出土している。土器のセットは不 3、 小型鉢 1、 高不 1、 鉢

1、 小形甕 1、 長胴甕 3(やや小型の 2個体を含む)か ら成 り立っており、このうち、食器は不、小型鉢、

高不の 5個体、貯蔵用は鉢、小形甕の 2個体、煮炊用は長胴甕の 3個体 と考えた。その割合は食器50%、 貯

蔵用20%、 煮炊用は30%と なる。

実見していないが、竹花遺跡77号住居址では不 6、 鉢 1、 甕 6、 壺 2、 広口壺 1、 高不 1の計17個体が出

土した(第64図 )。 本址の時期は古墳時代後期中葉と考えられる。土器組成のなかで食器の占める割合が高い

といえよう。東裏遺跡H H18号住居tlLでは不 9、 鉢 2、 甕 3、 小型甕 1、 短頚壺 2、 小型壺 1、 高杯 1、 甑

1、 蓋 1の計21個体が出土した (第 63図 )。 本址の時期は古墳時代中期末葉～後期初頭と考えられる。竹花遺

跡例と同様に土器組成のなかで食器の占める割合が高いといえよう。その他、集落内での土器組成の変化に

ついて検討した松本市の南栗遺跡の成果を援用して考えてみることにする。

B地区の 4号住居址 とした古墳時代後期後葉の住居址からは22個体の図上復元可能な土器が出土した (第

65図 )。 その内訳は、不 3、 鉢 5、 甕10、 小型甕 2、 甑 2と なっており、甕10、 小型甕 2、 甑 2の 12個体のう

ち、貯蔵用とみられる個体が 4、 煤の付着した煮炊用が 8と なっている。

この結果から改めて四日市遺跡の例を検討してみよう。BSB 4では甕、甑といった食器以外の煮炊用・貯

蔵用の土器の占める割合が圧倒的に高く、やや特異な感じを受ける。覆土からも食器の破片はわずかに認め

られたにすぎない。また、DSB22では食器と煮炊用・貯蔵用の土器の割合が半々という結果が出ている。松

本市の南栗遺跡の土器組成 (長野県埋文センター1990)は、今回扱った 4つの遺構の属する時期は煮炊用・

貯蔵用の土器の占める割合が高いという結果が出ている。データを比較すると南栗遺跡の数値 と同じ傾向を

示すのは竹花遺跡例のみであり、東裏遺跡例では食器と煮炊・貯蔵器の割合が逆転している。これらは遺跡

それぞれがもつ特色なのであろうか。

これらをグラフに表したものが第67図 である。先述したように各遺跡、各住居址間で食器と煮炊・貯蔵具

の割合が異なっている。これが時間差を表すものなのか、遺跡の特色なのかは比較対象をもっと広げた上で

検討すべきであろう。ただし、四日市遺跡のBSB 4と DSB22と では土器に若干の時間差がみられるので、遺

跡内での時期差として認識できるのかもしれない。しかし、両段階の住居址一括資料がまだまた十分ではな

く、更に検討することができず残念である。BSB 4と DSB22と では住居址の大きさのほか、竃の大きさや煙
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第63図  東裏遺跡 H H18号住居址出土土器

1

第64図 竹花遺跡77号住居址出土土器
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第65図  四日市遺跡 B地区 4号住居址出土土器
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第66図  四日市遺跡D地区22号住居址出土土器

南栗遺跡 129号 住居址

南栗遺跡 555号 住居址

竹 花 遺 跡 77号 住 居 址

東裏遺 跡 Ⅱ 18号 住居址

四日市遺跡B地区 4号住居址

四日市遺跡D地区22号住居址

第67図 各竪穴住居址出土土器の構成

道の作 り方で違いがみられ、土器組成にも違いがある可能性がある。今後の資料の増加に期待 したい。

3 平安時代

第 5次にわたる調査によって横尾・四日市地区には大規模な平安時代の集落が存在していたことが判明し

た。集落の展開した時期は概ね 9世紀末～10世紀初頭と考えている。周辺では田の造成の際に多くの完形の

不などが発見されており、かなりの遺構が削平等によって失われてしまっている可能性がある。しかし、一

連の調査で今回のD地区を含むかなり広い範囲に集落が展開していた様子が明らかになった。

D地区に隣接するJA施設建設用地 (C地区)か らは、集落内での鉄製品の生産 。加工をうかがわせる小

鍛冶遺構が検出されており、今回の調査でも鎌や鋤頭、刀子といった鉄製品が出土した。

10号住居llLでは不、坑などの食器類で20個体を越える完形資料が出土し、緑釉陶器や灰釉陶器などもみら

れた。一世帯の食器の数にしては多すぎると思うが、如何だろうか。何か特別な性格をこの遺構に与えたほ
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管

真田町菅平 0山 本畑遺跡 2号住居址出土土器

クn,マ＼Υ郎翅

第69図 四日市遺跡D地区出土ヘラ描き土器 (S=1/2)

うがよいのかもしれない。また、これまでの調査と同様、墨書土器が多く出土したことも挙げられる。特に

10号住居址からは「田上」の墨書のみられる土器が 6個体、「万」が 4個体出土した。A地区で多く見られ

た、姓を表すとみられる「イキ」の墨書がD地区では見られないが、「田上」という墨書が多く発見されたこと

と関係があるのかもしれない。集落の時期や性格を考える上で良好な資料であろう。今後の課題は、平安時

代集落の変遷過程の追求であり、そのためには遺跡内における平安時代の土器群の段階設定が不可欠であろ

う。

なお、遺構外からであるが、ヘラ描き土器が1点出土した (第 69図 )。 「工」の字のように見えるが、墨書

土器で「工」を書いた須恵器の耳皿が町内の山本畑遺跡 2号住居址から出土している (第 68図 )。 ほぼ同時期

の遺物なので注意したい。
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各地区における住居址の分布状況

住 居 l■ の 時 期 B地区 C地区 D地区

縄 文 時 代 前 期 難 :華

古 墳 時 代 後 期 魏 聰 9

+4r+fr(e*-10) E 7

第70図 四日市遺跡BOCOD地 区遺構配置図
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今回発掘調査 を実施 したD地区に隣接 した区域は、四日市遺跡 C地区として平成 6年 3月 から 6月 にかけ

て、真田町農業共同組合農機。オー トセンター (現信州 うえだ農業協同組合)の建設に先立ち、約3,500m2が

発掘調査 された。その結果、住居址12軒 (縄文前期 2・ 古墳後期 2・ 平安 8)、 縄文中期の配石遺構 1基、平

安時代の鍛冶製鉄遺構 1基などが検出された。この調査の報告書は平成 6年 10月 に50部のみ発行 されている

が、紙面の制約、また、時間的制約のため遺物整理ができず、縄文時代の報告を割愛 してしまった。そのた

め、今回改めて縄文時代の遺構・遺物について報告することとしたい。なお、遺跡の立地、基本土層につい

てはD地区に準 じる。

(|)C地区 03号住居址 (CSB 3) (第 71図 )

覆土 :黒色土(1)の 堆積がみられる。     ヽ

壁面 :壁高10～ 15cmを計る。

床面 :Ⅲ層中に床面を作っている。締まってはいるものの、硬化 していない。

柱穴 とピット:9基確認 した。

炉 :確認できなかった。

規模 と形態 :直軸 3m程の楕円形プランを呈する。

出土遺物 と所属時期 :出土土器から縄文時代前期中葉に比定される。出土遺物は少ない。最 も大きなPit l

から羽状縄文の施文された深鉢が倒置した状態で出土 したが、非常に脆 くなってお り、取 り上げの際に

復元不能なほどバラバラになってしまった。図化ができず、出土状態の写真を掲載 したのでご容赦願い

たい。

(2)C地区・ 19号住居址 (CSB19) (第 72～ 74図 )

覆土 :黒色土の堆積がみられる。

壁面 :壁高10～ 15cmを計る。

床面 :Ⅲ層中に床面を作っている。締まってはいるものの、硬化 していない。

柱穴 とピット:7基確認 した。

炉 :中央付近に炉の痕跡を認めた。

規模 と形態 :4× 3m程の隅丸長方形プランを呈する。

出土遺物 と所属時期 :出土土器から縄文時代前期中葉に比定される。住居内に多量の礫がみられ、復元で

きた土器のほとんどはこの礫の上から壊れた状態で出土している。土器は、梯子状沈線や瘤状貼付文、

コンパス文、足の短いループ文、附加条あるいは正反の合の縄文の施文されるもののほか、羽状縄文の

みで文様が構成される個体、また、在地のものと思われる第72図 -3の ような、口縁部に東ねた縄を転

がし、その直下に半裁竹管による格子目文、胴部に羽状縄文の施文される個体が共伴している。第73図 一

4は胎土から搬入品と思われる。また、石器では石鏃のほか、磨製石斧、磨石、石匙などが出土してお

り、土器十石器の住居址一括資料として捉えられる良好なものであろう。
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第71図  C地区 3号住居址実測図及び出土遺物実測図

第72図  C地区19号住居址実測図及び出土遺物実測図
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(参考)岡谷市花上寺遺跡25号住居址出土
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第74図  C地区19号住居址出土遺物実測図13)

ト

レ

ン

チ
で
破
壊

大
１
寸領

　
物泣退土出外構泣退区地

第76図  C地区配石遺構実測図及び出土遺物実測図
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(3)C地区・配石遺構 | (第 76図 )

縄文時代中期の配石遺構が 1基検出されている。遺構は一辺が20～ 30cmの 平石を70× 30cm程度のの長方形

に組んだもので、長軸上やや北よりに土器が埋設してあった。

土器は口縁部と底部を欠失しており、おそらく底部は意図的に欠いたものであろう。日縁部も同様であっ

た可能性がある。土器型式については岡谷市の花上寺遺跡 (岡谷市教委1996)な どで出土している櫛形文の

描かれる土器に類例が求められよう。胴下部の上向き弧線の沈線文は櫛形文の形骸化したものと推定され、

所属時期は縄文時代中期後半あたりになろうか。四日市遺跡A地区では中期後半の加曽利E式期の集落が検

出されており、関連がありそうである。

(O C地区・遺構外出土の遺物  (第 75図 )

1は 滑石製の映状耳飾 りである。半欠しているが、全体形は円形を呈すると思われる。

この稿を草するに当たり、長野県立歴史館 綿田弘実氏のご指導、ご助言を賜った。記して感謝申し上げたい。

| 四日市遺跡 C地区 縄文土器観察結果一覧表 (図版掲載イ固体のみ)

図版

番号
出土地点 器 種 音Ь 小五 器 形 お よ び 文 様 繊 維

色  調 焼
　
成

備  考
外 面 内  面

71-1 SB 3覆土 深鉢 口縁部 糸電二,i【:LR 有 暗赤褐色 赤褐色 ○

71-2 SB 3覆土 深鉢 口縁部 縄文RLoLRの 羽状縄文 有 暗赤褐色 褐色 ○

72- 1 SB19石上 深鉢 胴～底

縄文 LR・ RLの崩れた羽状縄文、

連続刺突 ?、 底部に指頭圧痕

口径 ―/器高32.2/底径9.6cm

有 暗赤褐色 赤褐色 ○

72-2 SB19石上 深鉢 口 ～ 胴
縄文RLoLRの 羽状縄文

口径32.6/器高20.0/底径 ― cm
有 黒褐色 黒褐色 ○

72-3 SB19 床 深鉢 口 ～ 胴

口縁部に東ねた縄文原体 を転がす文

様、胴上部に半裁竹管による格子目

文、月同下音6に縄文 LRoRLの 羽状

縄文

口径30.4/器 高29.4/底径 ― cm

有 鈍い赤褐 鈍い赤褐 ○ 尖底か ?

73- 1 SB19覆土 深鉢 回 ～ 胴

口縁部 4ケ所に刻み、縄文 RLoL
Rの羽状縄文

口径20.8/器高17.0/底径 一 cm

有 褐色 褐 色 ○ 補修子Lあ り

73-2 SB19石上 深鉢 胴～底
縄文LR・ RLの崩れた羽状縄文

口径20.8/器高13.6/底径8.Ocm
有 黒褐色 褐 色 ○

73--3 SB19覆土 深 鉢 底  部 上げ底、底径9.2cm 有 褐 色 黒褐色 ○

73-4 SB19 床 深 鉢 口縁さ音6 瘤状貼付文、梯子状沈線、波状口縁 有 鈍い黄橙 鈍い黄橙 ○ 搬入品か ?

73--5 SB19覆土 深 鉢 口縁こ音Ь 瘤状貼依 梯子状沈線、口需 Ьに突起 有 褐 色 褐色 ○

73--6 SB19覆土 深 鉢 口縁部 瘤状貼付文、縄文 LRP 有 黒褐色 褐色 ○

73--7 SB19覆土 深 鉢 口縁部
附加条 2種あるいは正反の合の羽状

縄文、 端音6ループ、 日唇音6に 刻み
有 鈍い赤褐 鈍い赤褐 ○
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図版

番号
出土地′貞 器 種 部 位 器 形 お よ び 文 様 繊 維

色  調 焼
　
成

備 考
外  面 内 面

73-8 SB19覆 土 深 鉢 口縁さ音6
附加条 2種 あるいは正反の合の羽状

縄文、コンパス文
有 鈍い赤褐 褐色 ○

73-9 SB19覆 土 深 鉢 口縁音6 足の短いループ文、日唇部に亥1み 有 鈍い赤褐 黒褐色 ○

73--10 SB19覆土 深 鉢 月同  音6 コンパス文、足の短いループ文 有 褐 色 褐色 ○

73--11 SB19覆土 深 鉢 月同 音Ь 足の短いループ文 有 暗赤褐色 赤褐色 ○

73--12 SB19覆土 深 鉢 月同 音6
附加条 2種あるいは正反の合の羽状

縄文、コンパス文
有 褐 色 赤褐色 ○

76-- 1 配石遺構 1 深鉢 月同  音6 隆帯 と沈線による文様 器高14.8cm 有 赤褐色 赤褐色 ○ 櫛形文土器か

2 四日市遺跡 C地区 縄文時代石器観察結果一覧表 (図版掲載イ団体のみ)

図版

番号
出土地点 器  種 材  質

法 旦
里

特 記 事 項
長さcm 幅cm 厚 さcm 重量 g

一-13 SB19 床 石 匙 頁 岩 片 刃

―-14 SB19 床 石 匙 頁 岩 13.0 片 刃

-15 SB19 床 刃  器 砂 岩 11.3 99.0

―-16 SB19覆土 石 鏃 黒燿石 凹基・先端部欠損

-17 SB19覆 土 石 鏃 黒耀石 凹基・先端部欠損

―-18 SB19覆土 石 鏃 黒燿石 凹基

-19 SB19覆土 砥 石 安山岩 22.0

-20 SB19覆土 磨 石 安山岩 65.0

-21 SB19覆土 磨製石斧 , 170.0 両刃 。欠損

-22 SB19覆土 敲・磨石 安山岩 10.5 140.0

―-23 SB19覆土 磨 石 花同岩 11.7 380.0

-24 SB19覆土 磨 石 花同岩 13.8 490.0

-1 SB19 床 磨 石 花同岩 17.0 1080.0

-2 SB19 床 磨 石 花同岩 17.8 10.5 1200.0

-3 SB19覆土 磨 石 花同岩 7.5 275.0 欠損

-4 SB19 床 石  皿 花同岩 15.9 810.0 欠 損

-5 SB19 床 石  皿 花同岩 32.0 24.5 8223.5

-1 遺構外 映状耳飾 り 滑 石 3.7 2.2 75.0 半欠
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写 真 図 版





四 日市遺跡 D地区 (南か ら)

調査終了時の様子(1995.6)。 遺構の検出は畑部分のみに限られ

たが、住居址22軒、土坑23基、石列、畝状遺構などを検出した。大

規模ほ場整備事業に起因した 4年間にわたる四日市遺跡の発掘調査

は今回で一応の終了を迎える。

遺構全体写真 (左から I区、H区 )



図版 2

23号住居址出土深鉢 (8-2)

鐘‐・

風
彎

靱
儀

23号住居址出土石器群

鼻輯
一一一一一一一一・黎
一一．一一・・一桂

縄文時代前期23号住居址 (南から)

23号住居l■出土深鉢(8-4)出土状況 23号住居址出土深鉢(8-1, 5)出 土状況

縄文時代前期 2号土坑 (南から) 2号土坑石皿 (11-2)出 土状況

遺構外出土決状耳飾 り (18-1)出土状況縄文時代前期 7号住居址出土石器群



図版 3

四日市遺跡出土決状耳飾 り集成 (第 62図参照 )

C地区

19号住居l■出土深鉢 (72-3) 19号住居址出土深鉢 (73-1) 19号住居llL出 土深鉢 (72-1)

19号住居tlL深鉢 (72-1)出土状況

縄文時代中期配石遺構 1深鉢埋設状況 配石遺構 1出 土深鉢 (76-1)



図版 4

18号住居J■ 出土皿 (23-1)

18号住居址出土鉢 (23-2)

18号住居址出土甕 (23-5)

18号住居 l■出土鉢 (23-3)
鉢の中に左の破片が収納され、正

位で出土した。興味深い事例である。

|                                                      

‐

18号住居llL出 土甕 (23-7)

古墳時代後期18号住居llL(西から)

18号住居llL出 土甕 (23-6)



22号住居JIL出 土杯 (26-2)

22号住居l■出土不 (26-4)

図版 5

22号住居址出土不 (26-1)

22号住居 l」「出土不 (26-3)

22号住居址出土小型甕 (26-8)。 高不 (26-5)

古墳時代後期22号住居址 (西から)

22号住居l■出土鉢 (26-6) 22号住居址出土甕 (26-9) 22号住居址出土甕 (26-10)



図版 6

平安時代10号住居址出土墨書土器「万J(31-31) 10号住居址出土墨書土器「田上」 (31-22)

|■等■ |
10号住居址出土墨書土器「田上」01-21) 10号住居址出土墨書土器「田上J(31-41) 10号住居址出土墨書土器「田上」(31-38)

10号住居址出土縁釉陶器片(31-4・ 6) 10号住居址出土灰釉陶器壺(31-1)

||■■|■●●

'豪

鞣●
=111■

■｀

10号住居址出土墨書土器「?」 (31-20)

平安時代 6号住居J■須恵器壺 (34-1)出 土状況 6号住居址出土須恵器壺 (34-1)



平安時代10号住居 Jl「 出土鋤先 (31-42)

2号住刀子・10号住鋤先X線写真

図版 7

平安時代15号住出土鎌 (38-1)・ 2号住出土刀子 (30-11)

F"- -.qr \"
',1'1,\

\
1
:

i

15号住居l■出土鎌X線写真

5号住居址出土動物遺存体

隋
黎

一一一一一一・一・・一一一．一一慟

一・一・・・・・一．．．．一一・一・一・．一・一・

錮

一鶉

一．一
一
・．一
一・一一一・・・一一．一一一
　

　

　

　

　

一．一
一一一
・一・一一・一一一一

平安時代 5号住居l■鹿角 (33-6)出 土状況

平安時代11号住居l■集石の出土状況 (北か ら) 11号住居址完掘状況 (北から)



平安時代26号住居址 (南から) 26号住居 j」L出土鎌 (40-1)

石列遺構 (東から)と その断面

石列遺構と畝状遺構はおそらく同時に機能

していたものと推定されるが、その用途、お

よび時期は不明である。

石列遺跡 と畝状遺構 (西から)

現地説明会 発掘調査参加者



お わ りに

私にとって3冊 目となる発掘調査報告書「四日市遺跡Ⅲ」がようやく完成した。この報告にて四日市遺跡

の調査は一応の終了を迎える。必要条件すら満たせない成果であったが、特に縄文前期の土器群の検出は千

曲川流域の該期の様相を知る上で好資料が検出できたと自負している。過去の 2冊は締め切りとの闘いで随

所に誤りがみられた。そんな反省もあって、この報告書では少しは成長した報告書作りを目指したつもりだ

が、そんなにうまくいくものではない。「報告書なんてもんは理想どおりにはできるもんじゃない。」という

先輩の言葉。前回にもまして、その言葉が身に孝さみて理解できるようになった気がする。

「せめて中学生が理解できるような内容の報告書を作りたい。」いつもそんな思いを抱きながら報告書を原

稿を書こうと努めてきた。しかし、記録保存という宿命。後世に事実を正確に伝えることが至上命題である

以上、難解な言葉を使うこともある程度仕方のないことなのかもしれない。でも、「報告書が一部の人だけの

ものになってはいけない。たとえ1ページでもいいから一般の方に読んでもらうことがあってもいいんじゃ

ないか。」最初のページはそんな意図で作成した。前作「四日市遺跡Ⅱ」では「小中学生のためのページ」と

いうコーナーを作った。そのことについての叱咤激励はいろいろあったが、これからも一般の方にも読んで

いただけるような報告書作りを目指していきたいものである:

この発掘調査にあたり、実に多くの方々にご指導、ご協力をいただいた。特に働長野県埋蔵文化財センタ

ー贄田明氏には厳寒の真田町にわざわざおいでいただき、縄文前期土器についてご教示いただいた。また、

坂城町教育委員会小平光一氏には休日の貴重な時間をさいて、遺物の撮影をしていただいた。最後になって

しまったが、この場を借りて心より御ネL申 し上げたい。また、現場を手伝ってくださったシルバー人材セン

ターのみなさんや、報告書作成の整理作業をお手伝いいただいたみなさんにも御礼申し上げたい。哀しいこ

とであるが、四日市の第 1次調査から参加してくれた老紳士がこの夏、他界された。現場で見せてくれたあ

の笑顔はもう見られない。心から哀悼の意を表したい。

自分は一人ではない。力を貸してくれる人たちがまわりに大勢いる。あらためて考古学をやっている仲間

の大切さを考えさせられた。自分一人の力でできることは微々たるものなのである。

(調査担当者 )
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所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

四日市遺跡

D地区

集落址 縄文時代

前期中葉

古墳時代

後期

平安時代

(9末～lll)

竪穴住居址   22軒
掘立柱建物址  2基
土坑址    23基

集石遺構    1基
石列遺構    2本
畝状遺構    23本

縄文土器

前 ～ 中期 ・ 晩 期

打製石斧・石鏃・石匙

磨製石斧・磨石・石皿

映状耳飾 り

土師器 。須恵器

墨書土器・ヘラ描き土器

灰釉陶器・緑釉陶器

鉄製品 (鎌・刀子・鋤先 )

動物遺存体 (骨
0鹿角 )

中世渡来銭

縄文時代前期中葉の住

居址が検出され、有尾

式土器や諸磯 a式土器、

西日本系の北白川下層

Ⅱ式土器、映状耳飾 り

等の遺物を出土した。

古墳時代後期の良好な

一括資料が検出された。

平安時代の「田上」の

墨書土器をはじめ、緑

釉陶器や鉄製品などの

遺物を出土した。



真田町埋蔵文化財調査報告書

1973  第 1集  『日向畑遺跡』   中世の墳墓群の調査。五輪塔などが出土。

1975  第 2集  『雁石・藤沢』 (品切)縄文後晩期の配石遺構、石棺墓を検出。称名寺式土器の優

品、 ミニチュア土器、土製耳飾等が出土。

1977  第 3集  『山本畑遺跡緊急発掘調査報告書』 (品切)平安時代の住居址 2棟。須恵器の耳

皿が出土。

1982  第 4集  『真田氏城址群』  真田氏本城、横尾城などの概要調査報告書。

1990  第 5集  『四日市遺跡』   縄文中期後葉 。平安時代の集落址の調査。加曽利E式土器、

唐草文系土器が主体。

1992  第 6集  『真田氏館跡』   真田氏館跡の調査。厩跡、土塁等を確認。

1996  第 7集  『四日市遺跡Ⅱ』  縄文前期中葉、中期後葉、古墳時代後期、平安時代の集落

址の調査。関山式土器、映状耳飾り、加曽利E式土器、唐

草文系土器などが出土。花積下層式上器の搬入品。古墳時

代後期の一括資料など。

1996  第 8集  『境田遺跡 。西田遺跡』 古墳時代後期、平安時代の集落址の調査。石製模造品、

石組みの煙道が出土。

1997  第 9集  『四日市遺跡Ⅲ』

1997  第10集  『町内遺跡発掘調査報告書 I』   平成 7～ 8年度試掘、立会い、現況確認調査

の報告。
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